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レポートの対象範囲
本レポートはアマゾン ウェブ サービス（AWS）の委託により
作成されるもので、医療における組織とシステムの生産性向
上と患者アウトカムの改善のために、クラウドが医療のデジ
タル化をどのように促進できるか理解することを目指すもの
である。その過程において、生産性の改善、健康アウトカム
の改善、健康の公平性の向上を通じて、医療を変革すべき背
景を説明し、クラウドを活用した医療に関連する経済的便益
を検証する。 

本レポートでは、9か国（日本、韓国、シンガポール、オー.
ストラリア、ニュージーランド、インドネシア、マレーシ
ア、インド、タイ）の医療におけるクラウドの適用について
考察する。 

本書はその日本語版で、日本と東アジアに関する主な調査結
果に焦点を当てている。

分析には、医療におけるクラウド技術に関連するユースケー
ス66件のメタ分析を使用し、患者、組織、システムへの主な
17の便益を特定した。また、クラウド技術を活用している医
療機関との話し合いを6回実施し、導入に関する重要な検討事
項とともに、便益に対するさらなる洞察を得た。アジア太平
洋地域の医療におけるクラウド費用のトレンド評価には、イ
ンターナショナルデーターコーポレイション（IDC）から入手
したデータを使用した。  

本レポートの対象国

オーストラリア

ニュージーランド

日本

韓国

インド

シンガポール

インドネシア

タイ

マレーシア
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用語集

用語集

基本事例 介入しない場合のアウトカムシナリオ。

費用便益比 提案されたプロジェクトまたは投資における費用と便益の比を示す指標。

クラウドテクノ
ロジー

インターネットを介し、従量課金制でITリソースをオンデマンドで提供.
すること。

死重損失 （他の分野で補うべき）税収の喪失と、福祉費用と医療制度に対する政府
の支出。

健康の公平性 誰もが不公平、回避可能または修正可能な差異に直面することなく健康と
福祉の可能性を最大限に発揮できる状態。

レガシー 
システム

まだ使用されているが、より新しいシステムとの互換性がない、古いコン
ピューティングソフトウェアまたはハードウェア。

正味現在価値 投資機会の正味価値合計を現在価値で把握するための財務指標。

生産性の低下 健康状態が理由で就業不能な人に関連する費用。雇用される可能性の低下
や職場における生産性の低下という形をとる場合がある。

遠隔医療 通信技術を利用することによって、離れた場所から医療を提供すること。

ウェルビーイング	
コスト

ある健康状態の個人が失う生活の質の指標。

略語

ACCA アジアクラウドコンピューティング協会

AI 人工知能

APAC アジア太平洋

AUD 豪ドル

AWS アマゾン ウェブ サービス

CAGR 年平均成長率

CBA 費用便益分析

CVD 心血管疾患

GDP 国内総生産

IDC インターナショナルデーターコーポレイション

IT 情報技術

ML 機械学習

NSW ニューサウスウェールズ州

OECD 経済協力開発機構

PPE 個人用防護具

PREM 患者経験指標

PROM 患者報告アウトカム指標

USD 米ドル

WHO 世界保健機関
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慢性疾患（糖尿病や慢性閉塞性 
肺疾患など）の増加 

アジア太平洋地域は、次のようなかつてなく複雑な医療制度の課題に直面している。 

高齢化と治療モデルにおける 
イノベーションの必要性

1人当たり医療費の80%増加と、 
医療従事者へのプレッシャー

患者、国民、医療制度に新たなニーズが生じ、変化を続けている。デジタル技術が重要な役割を果たす分野： 

遠隔医療相談
データ利用による、	
患者アウトカムの予測

拡張現実（AR）を活用し
た臨床研修

患者の遠隔モニタリング

クラウドテクノロジーによっ 
て、これらのソリューションをより迅
速かつ大規模にコスト効率を高めなが
ら提供し、以下のような大きな経済的

便益とアウトカムを実現できる。

2兆9,000億円
調査対象9か国の全ての病院
がクラウドに移行した場合に
節減される費用。1床当たり
81万9,018円に相当する。

20%
健康の不平等が総医療費に占める
割合。クラウドが主な該当者を
特定し、医療へのアクセスを向上
させることで対処可能。

7.6％
心血管疾患（世界で最も多い
慢性疾患の1つ）の診断精度

の向上

20分
クラウドのプラットフォーム
を利用した場合に新型コロナ
ウイルス感染症の接触者追跡
にかかる時間（利用しない場
合は24時間かかる）

50％
糖尿病患者の血糖値検査に
医師が費やす時間の削減率
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医療セクターはクラウドを採用しつつあり、対象9か国に
おける年間投資額は2022年の1,945億円から年間16％増加
し、2026年には3,427億円となる見込みである。 

しかしながら、医療におけるクラウド投資は、選択された6つ
のセクターの中で2番目に低く、今後5年間の投資増加率も2
番目に低い。

クラウドを活用した医療への投資を拡大し便益を実現するた
めには、以下の障壁に対処する必要がある。

クラウドの便益に対する認識不足

不十分な既存インフラ

レガシー／旧式ITシステムへの大規模投資

スキル不足

組織の変化に対する抵抗

クラウドのセキュリティに関する誤解、クラウドの
ガバナンス規定に関する明確さの欠如

アクション4：  クラウドに移行してアクションを実
行するために、優先分野（データと
運用）の特定から着手する

主なアクション
医療におけるクラウドテクノロジーの便益を
明らかにする

クラウドの展開と導入をサポートする資金提供済みの
イニシアチブを使用してデジタル医療戦略を策定し進
捗を追跡する

アクション1：

アクション2：  医療従事者のデジタルとク
ラウドのコンピューティン
グスキルを構築する

アクション3：  規制環境がイノベーションに対して
オープンであり、データセキュリテ
ィ基準が明確であることを確認する

デジタル医療戦略

規制環境の検討

優先分野の特定

スキルの構築
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要約
アジア太平洋地域の医療は、新たな提供モデル、新興テクノロ
ジー、市民の段階的な期待の変化によって変化しつつある。

また、医療が直面する課題も増え続けており、同地域におけ
る1人当たり医療費は過去10年間で80％増加しているほか、コ
ロナ禍で医療がひっ迫するなかで、医療従事者は精神的にも
疲弊しきっている。

医療従事者に対するプレッシャーは、心血管疾患や糖尿病と
いった慢性疾患の増加や高齢化が原因となり、今後数年間で
ますます増大するであろう。アジア太平洋地域における60歳
以上人口は、2050年までに2010年の3倍に相当する4人に1人
となる。

公的機関と民間組織はいずれも、新しいテクノロジーの活用
など、アクセス可能でコスト効率に優れた質の高い治療を提
供する新たな方法を模索している。 

コロナ禍では、遠隔治療が著しく増加した。電子健康記録
（EHR）や患者の遠隔モニタリングといった兼ねてから期待さ
れているイノベーションに基づく構築機会、および遺伝子情
報を活用する精密医療や仮想現実・拡張現実の利用など、潜
在的メリットが大きい新たな機会が存在している。 

デジタルを活用した医療を成功させるためには、システム、
組織、政策における多くの変化と、デジタル医療がコミュニ
ティに受け入れられることが必要である。ここで鍵となる問
いの1つは、変化をサポートするうえで技術インフラにどのよ
うな変化が必要かである。 

本レポートでは「クラウドは、健康の公平性を促進し、	
生産性を向上させ、患者アウトカムを改善するために、	
医療のデジタル化をどのように促進できるか？」という問い
に焦点を当てる。

本レポートの調査では、アジア太平洋地域の9か国（オースト
ラリア、ニュージーランド、インドネシア、シンガポール、
マレーシア、インド、タイ、韓国、日本）から得た多くのエ
ビデンスを活用する。

調査では、クラウドテクノロジーは、データインセンティブ
のアプリケーションを可能にするオンデマンドのデータス
トレージとコンピューティングパワーを提供することによっ
て、さまざまなテクノロジーを数多く実現するうえで重要な
役割を担っていることが明らかになった。 

政府の意思決定者がクラウド投資ケースを構築するための裏
付けとして、医療におけるクラウドに関する一意のユースケ
ース66件のデータベースを作成・分析し、患者、医療機関、
国の医療制度への便益の範囲を示した。 

	• 国の医療制度の場合：クラウドによって、健康に関する事象
に医療制度が効率良く対応することが容易になる可能性が
ある。たとえば、日本の国土交通省は韓国の疾病管理庁と連
携してクラウドテクノロジーを活用し、新型コロナウイルス
の感染防止措置のために人の移動情報を把握することができ
た。濃厚接触者を追跡する効率が向上したことで、移動情報
を特定するプロセスが24時間から20分に短縮された。イン
シリコ・メディシン（Insilico Medicine）は、クラウドコン
ピューティングを活用して1日に10億の化合物を分析してい
る。クラウドがなければこのプロセスには1か月を要するだ
ろう。ある調査プロジェクトは3年間の前倒しによって平均
926億円の費用を削減した。 

	• 医療機関の場合：クラウドは、固定インフラではなくオンデ
マンドでデータストレージを利用することによって、運用
コストを削減できる。AWSのクラウドエコノミクスセンタ
ーによる調査結果を利用した本レポートの試算によると、対
象9か国の病院が全てクラウドに移行した場合、5年間で2兆
9,000億円の費用が削減され、 

費用削減効果は日本のみで5,558億円相当となる可.
能性がある。 

具体例として、Blue Mirrorのアプリ「PPE Buddy」は、.
AIを活用して医療従事者にPPEの着脱訓練を提供している。
これによって熟練スタッフが新人を訓練する必要性が減
り、1人当たり平均10～15分の時間が節減される。

	• 患者の場合：クラウドはアウトカムの改善に貢献する可能性
がある。ある調査によると、クラウドを活用した機械学習で
検知された心血管疾患の症例数は臨床評価の場合よりも7.6%
多いことが明らかになった。心血管疾患は西太平洋地域（日
本を含む）における主な死因であり、全ての死因の約40％
を占めている。 

DetectedXは臨床医が乳がん・胸部がんの画像診断をするた
めの放射線科研修プログラムを提供しており、臨床医による
診断精度は21％から31％向上した。



医
療
制
度
全
体
に
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便益

医療
機
関
に
と
っ
て
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便
益

患者にとっての便益
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ユースケースのデータベースから特定された幅広い便益を、
便益のフレームワークにまとめた。17の便益を個別に特定し
たが、たとえば診断のイノベーションと患者アウトカムの改
善のように、その多くは互いを促進しあう関係にある。図2は
医療におけるクラウドテクノロジーに関連する費用と便益の
概要を示している。

医療セクターではすでにクラウドの重要性が認識されてい
る。本レポートのために照合されたIDCのデータによると、対
象9か国の公的医療セクターによる2022年のクラウド投資は
1,945億円に達しており、2026年には3,427億円に増加する見
込みである（年間成長率16％）。これには、クラウドインフ
ラへの投資のほか、クラウドを活用するプラットフォームの
購入も含まれる。

医療セクター向けクラウドへの投資は、シンガポール（国民1
人当たり3,242円）が最大で、オーストラリア（同2,501円）、.
ニュージーランド（同2,223円）が続く。一方、日本（同371
円）と韓国（同278円）は、国民1人当たりの投資額が著しく
少ない。

また、大幅な増加が予想されているとはいえ、医療セクター
向けクラウドへの投資は金融（9か国全体で2022年に7,688億
円相当）などの他のセクターと比較して著しく少ない。クラ
ウドテクノロジーとインフラへの公的投資をさらに促進する
ことで、ユースケースのデータベースで特定された便益の実
現につながるであろう。

公衆衛生のモニタリ
ングと対応

クラウドテクノロジーの
機能の活用

診断のイノベーション

健康の公平性と	
患者アウトカム

患者アウトカム

ユーザーエンゲージメント
と患者のフィードバック

情報へのアクセス

容易な健康管理

知識の共有と情報へのアクセス

柔軟な拡張性

コストの最適化

コンプライアンス

イノベーションの範囲

セキュリティ

生産性 患者へのコネクテッドケア

医学研究、	
ゲノム、創薬

図1：医療分野におけるクラウドテクノロジーの便益フレームワーク

図2：クラウドテクノロジーの経済効果、便益、費用

経済的利益 医療制度の生産性便益 医療制度が回避したコスト 患者のウェルビーイングへの便益 経済的な生産性便益 健康の公平性への便益

経済的費用 構築費用 移行費用 除却費用 運用費用 プログラム管理
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次のステップ
クラウドを活用した医療テクノロジーへの投資増と導入拡大
には、重要な障壁がいくつか存在する。

	• レガシー／旧式のITシステムへの大規模投資は、移行費用に
関する懸念を理由とする投資不足の一因となり得る。

	• クラウドコンピューティングのスキル不足：ある調査による
と、東南アジアでは公共セクターのほぼ半数において、スキ
ル不足が理由でクラウドの導入が限定されている。

	• デジタル／クラウドインフラが不十分なことから、先進国の
一部や途上国における導入が限定的となるおそれがある。 

.• すでに疲弊している上級意思決定者や医療従事者の.
組織変化に対する抵抗

	• クラウド機能に関する認識の欠如：潜在的な便益、規制の明
確さ、認識されているコスト、セキュリティの問題など。

	• セキュリティとプライバシーに関する懸念：クラウド上での
データの保管方法に関する認識の欠如や、一部の国では個人
情報保護規制がないことによって引き起こされる。 

各国の医療制度や特定の組織におけるクラウドの導入段階は
さまざまに異なり、影響力や関連性がより大きい障壁もある
が、どの医療制度にも、クラウド導入の加速や主たる便益の
実現においてさらに改善の余地がある。以下は、これらの障
壁に対処しクラウドの導入拡大をサポートするうえで有益な4
つの優先分野である。

本調査の対象としたすべての国に全般的なデジタル戦略が存
在しているが、一部の国では、医療セクターに特化した戦略
やクラウドの役割に対する明確な認識がない。十分に練られ
た戦略には、新しい医療インフラに対するクラウドファース
トの指令と、レガシーITシステムの移行に関する具体的な時間
軸が含まれるべきである。 

さらに広い視点では、医療制度の現在の形に変化が必要であ
る。新しい医療インフラに対する従来型の予算モデルでは、サ
ービスの提供方法を検討する前に物理的なインフラの設計と構
築が行われる場合が少なくない。新たなインフラが目的に合っ
たものであることを確実にするためには、デジタルサービスの
提供を新規インフラの設計時に計画する必要がある。 

デジタル手段を介した医療サービスの提供を阻害し得る資金
調達方法を排除することも、クラウドを活用したテクノロジ
ーの導入を促すことになる。 

また、デジタル医療戦略では、組織や医療制度への潜在的な
影響力が最も大きいユースケースも特定し、優先するべきで
ある。デジタル戦略にクラウドが取り入れられている国につ
いては、掲げられた目標に対する進捗の評価と、進捗が滞っ
ている分野（地方や遠隔地など）の特定が鍵となる。 

デジタルとクラウドのコンピューティングスキルは、医療の
あらゆる業務においてますます必要性が高まっているが、必
要なスキルのレベルと種類は職務により異なる。たとえば、
最前線の医療従事者（医師や看護師など）は、クラウド上で
アプリケーションを使用するデータスキルが求められる場合
があり、一方、研究者や院内のIT担当者には、バックエンドの
クラウドインフラに対する深い理解が必要となる。医療管理
担当者は、医療提供者の管理を改善するために利用できるさ
まざまなデジタルツールを有している。

しかし、より広範なデジタルスキルとクラウドコンピューテ
ィングは、あらゆる業種において最も需要の高いスキルの1つ
である。医療機関や医療制度には、ICT就業者が医療分野での
キャリアを検討するような魅力が必要であり、また、短期コ
ースやマイクロクレデンシャルを通じて既存スタッフのスキ
ルアップやリスキリングをサポートする必要がある。 

従業員の能力を直接補充するために、医療機関は、外部組織
と提携するか、または一部のタスクや機能を外部委託してク
ラウドを活用したテクノロジーとデジタルアプリケーション
を完全に活用するべきである。 

資金提供済みのイニシアチブを使用してデジタル医
療戦略を策定して進捗を追跡し、クラウドの展開と
導入をサポートする

医療従事者のデジタルとクラウドのコンピューティ
ングスキルを構築する
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全般的な規制環境は、新しいテクノロジーや実行モデルを試
行しイノベーションを起こそうという組織の意欲に影響す
る。原則に基づく規則やその他の規制モデルを使用すること
は、イノベーションを促進し、クラウドテクノロジーの導入
につながる医療文化を創出することができる。

規制環境が目的に合っていることを確認し、かつデジタルを
採用することによる意図しない結果を避けるためには、幅広
い医療業界（製薬会社、医療技術、業界団体）との有意義な
コンサルティングとエンゲージメントも重要である。

特に、明確なデータ保護法が存在しプライバシー保護を管轄
する当局も存在すること、および国際的に認められたプライ
バシー関連の原則とデータのベストプラクティスを遵守する
ことは、初めてクラウドに移行する場合でも完全なクラウド
ネイティブになる場合でも、クラウド移行に向けて公的医療
機関への信頼を獲得するうえで役立つ。これらの構造がすで
に存在する場合、医療当局は、規制団体、公的および民間の
医療機関と連携して、データセキュリティ、データプライバ
シー、データ保護の関連規制を策定、更新し、それについて
研修を提供しなければならない。

医療に関する意思決定者は、クラウドへの移行における優先
分野を特定し行動しなければならない。これには基幹データ
セットまたはその運用が含まれる場合があり、クラウドにお
ける保管と分析を向上できる。 

遠隔医療による診察は、コロナ禍の需要急増への対処におい
てクラウド環境での運用が優れていることが示された医療サ
ービスの重要な一例である。

基幹データセットが特定された後、医療の意思決定者は、投
資の具体的な便益と費用を定量化するビジネスケースを策定
する必要がある。

これら4つの分野に注力することは、アジア太平洋地域の医療
制度がクラウドに移行し、本調査で明らかにされた大きな便
益を実現可能とするうえで有益である。これにより、医療セ
クターが直面する新たな課題への対処と、アジア太平洋地域
の人々の生活の質の改善に役立つだろう。

規制環境がイノベーションにオープンであり、かつ
データセキュリティ基準が明確であることを確認する 開始する 医療におけるクラウドの可能性を活用するための	

チェックリスト
クラウドの展開と導入をサポートするデジタル戦略
	9 クラウドの展開をサポートし目的までの進捗を評価するた
めに、資金提供済みのイニシアチブを使用してクラウドに
言及するデジタル医療戦略を策定する
	9 クラウドファーストの指令を戦略に含める
	9 新しい医療インフラの設計段階で、デジタルによる医療サ
ービス提供を検討する
	9 資金調達方法と、それが医療デジタル化のインセンティブ
に与える影響を評価する

デジタルとクラウドのコンピューティングスキルを構築する
	9 重要な能力を備えた人材を、医療分野に積極的に引き付ける
	9 関連するマイクロクレデンシャルの認識を促したり、参加
へのインセンティブを付与することによって、既存スタッ
フのスキルを構築する
	9 外部組織との提携、機能やタスクの外部委託

イノベーションにとってオープンな規制環境と、	
明確なデータセキュリティ基準
	9 原則に基づく規制を活用し、イノベーションを促す
	9 プライバシー保護を執行する機関を伴う明確なデータ保護法
	9 規制の策定とクラウドでのプライバシー要件に関する、よ
り幅広い業界とのコンサルティングとエンゲージメント

開始
	9 クラウドに移行するための優先分野を特定し、目標まで
の時間軸を設定する
	9 ビジネスケースを策定する
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主な調査結果
.• アジア太平洋地域における高齢化は、地域の医療制度
に需要と支出の急増をもたらしている。アジア太平洋
地域では、2050年までに人口の4分の1以上が60歳以
上となる。 

.• 新型コロナウイルス感染症の大規模流行と、それに伴
う国境／移動制限を受け、各国政府は支出の削減を試
みている。 

.• コロナ禍のもとで医療セクターのデジタル化は加速し
た。アジア太平洋地域のデジタル医療市場の規模は2兆
7,000億円を超えると推定され、2021年から2027年まで
の平均年間成長率は21%で推移すると予想される。

.• 各国政府は医療のデジタル化がもたらす便益を認識.
しているが、投資が確実に最大の効率と便益.
を目指しているようにする必要がある。

変更の事例
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人口動態の変化が医療への需要増をもたらす
医療を提供する方法とそのリーチは変化している。.
アジア太平洋地域の人口動態の傾向によって、同地域全体の
医療制度の需要と支出が増加している。アジア太平洋地域で
は、2009年から2019年までで1人当たり医療費が80％近く増
加した。1 このような長期的トレンドとコロナ禍による医療費
の急増が重なり、各国政府は、アクセス可能で効率的な方法
で医療を提供することへのプレッシャーを受けている。新興
テクノロジーは、医療提供の効率や患者ケアへのアクセスと
質を高める手段を提供する。

医療に対する需要の増加
アジア太平洋地域の人口の4分の1以上（13億人）は、.
2050年までに60歳以上となるが、この割合は2010年の3倍で
ある。日本では、2028年までに65歳以上が人口の約31.4％を
占めるようになる。

平均寿命もアジア太平洋地域全域で延びており、2000年から
2015年までの間に約4.6年延び、平均73.7歳となった。2 グラフ1
は、アジア太平洋地域全体での人口動態の構造の変化を示す。

高齢化によって、医療サービスに対する1人当たりの需要が
増加することが予想される一方、この需要を満たす労働人口
は同時に減少する。高齢者への医療支出累計は、2015年から
2030年までに4,200兆円を超えると予想されている。3

急激な都市化、座ることの多いライフスタイル、肥満の増加
が原因となる慢性疾患とマルチモビディティの有病率も上昇
している。これは先進国に限ったことではなく、中国とイン
ドは糖尿病患者が世界で最も多い。4

グラフ1：65歳以上になることが予想される	
国別の人口の割合（%）

WHOと世界銀行が開発したモデルでは、日本を含む西太平洋
地域で医療従事者が140万人不足すると予想している。5

医療への期待の高まり 
医療サービスの利用方法が変化している。たとえば、アジア
太平洋地域の消費者は、健康とウェルネスへの意識が高ま
り、健康維持と予防ケアに積極的に関わるようになった。6

医療へのアクセス
アジア太平洋地域の多くの国では、医療支出が増加す.
る中、医療へのアクセス増が求められている。同地域内の人
口1000人当たり医師数は、概して経済協力開発機構（OECD）
の平均値よりも少ない。7 医療へのアクセスは地方や遠隔地の
人々にとってしばしば不公平でもある。インドネシアでは、
大都市圏の医師数が遠隔地の約5倍であり、都市内であって
も、交通の便が障壁となる場合が多い。8 

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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テクノロジーとデジタル化が医療提供を改善する
医療セクターのテクノロジーとデジタル化は、アジア太平洋地
域に大きな便益をもたらしており、人口動態上の高まるプレッ
シャーを緩和する一助となる。主な便益には、データ可用性の
向上を通じた意思決定の改善、治療や自動化へのアクセスの向
上が含まれる。

ある研究では、5G対応アプリケーションの導入に伴う世界経済
が受ける影響のうち、約40％（780億円）は医療の改善の結果
であると推定されている。これには、遠隔モニタリング、オン
ライン治療、院内データのリアルタイム共有、院内の自動化に
関連する便益が含まれる。9

データと情報の利用可能性  
データの迅速な共有とアクセスが実現することで、医療従事者
がより多くの情報に基づくより迅速な意思決定を行うことが可
能になり、治療の質の向上につながる。大規模な医療データ取
得技術の向上によって、より大規模で多様な公衆衛生データセ
ットへのアクセスが向上することから、医学研究の分野で特に
便益が大きい。

電子カルテ（EMR）の利用は、統合されたアクセスの容易な患者
医療情報を提供することで大きな便益をもたらす。これにより、
効率が向上するだけでなく、医療従事者が患者のためにより適切
なタイミングで情報に基づく決定を下すことも可能になる。

データの可用性の向上により、高度なデータアナリティクスの
可能性が高まり、2019年から2021年の間にAIや機械学習を活用
する医師の数は2倍以上に増加した。10

治療へのアクセス
治療へのアクセスは、医療のデジタル化がもたらす重要な便
益であり、コロナ禍のもとで加速した。

テクノロジーを活用した遠隔医療サービスは、コロナ禍にお
いて安全に利用できる医療を提供するための必要不可欠な手
段であった。アジア太平洋地域全域において遠隔医療の利用
は2019年の約2倍となり、オーストラリアでは9倍、ニュージ
ーランドでは15倍となった。1112この傾向は継続しており、特
に、対面医療へのアクセスが制限される地方や遠隔地の住民
や、プライマリケアが制限されている国の住民に対し、アク
セスの便益をもたらしている。インドネシアでバーチャルタ
ッチポイントを希望する消費者は、2019年の30％から2021
年には39％に上昇した。13

これを実現したHalodocは、迅速にスケーラブルな医療プラ
ットフォームを構築し、現在はインドネシア国内で毎月2000
万人にアクセス可能なバーチャル医療を提供している。

ユーザーが医療情報を求めたり、処方箋、診察、病院の予約
といった医療のさまざまな要素を管理したりできる一元化さ
れたプラットフォームを提供し医療へのアクセスを簡素化す
るモバイルアプリも開発されている。

フィットネスアプリから慢性心疾患の遠隔モニタリングに至
るウェアラブルテクノロジーも、アクセス可能な医療モニタ
リング手段を提供している。Global Mobile Consumer Trends 
Survey（グローバルモバイル消費者トレンド調査）によると、
アジア太平洋地域全体で、2020年上半期のモバイルデジタル
医療やフィットネスのアクティビティは約25％増加した。 

自動化
テクノロジーによって、自動化が著しく進歩し、医療セクター
の効率が改善された。特に、コンプライアンス関連や病理学検
査の結果提供に関連する事務負担が軽減される点で便益が大き
い。たとえばオーストラリアのNSW Health Pathologyは、新
型コロナウイルスの検査結果をSMSで自動通知するサービスを
立ち上げた。このサービスにより、最前線の医療従事者が患者
に手動で結果を通知する100万時間以上を節約することができ
た。14 さらに、医療従事者向けの多様な研修はオンライン学習
システムを通じて標準化や自動化が可能になった。

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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医療のデジタル化は加速している
医療のデジタル化の成長
医療のデジタル化はコロナ禍の急成長に続き、今後も拡大が
続くと予想されている。アジア太平洋諸国のデジタル医療の
市場規模は2022年に3兆円であったと推定され、2022年から
2027年までの年平均成長率は17％になると予想されている。15

ある調査によると、アジア太平洋地域は、2028年までに最も
急速にデジタル医療市場が成長する。この傾向は、スマート
フォンの普及率、スマートウェアラブルの導入、電子カルテ
（EMR）への需要が比較的高いことと関連する。16

さらに、デジタル医療を求める消費者が増加傾向にあること
から、革新的な遠隔医療モニタリングデバイスを製造開発す
る企業は特に大きく成長する見込みである。アジア太平洋地
域におけるデジタル医療ハードウェアの市場規模は、2027年
までに25％拡大すると予想されている。17

グラフ2は、アジア太平洋地域における主要国のデジタル医療
市場の収益に基づく規模比較と、予想成長率を示している。
インドは現在、最大のデジタル医療市場（推定1兆2,000億
円）であり、これに日本（6,299億円）と韓国（3,890億円）
が続く。一方で、予想される成長にはばらつきがある。すべ
ての主要市場が2027年までに成長すると予想されているが、
インドやインドネシアなど一部の国の市場規模は2倍以上にな
る見込みである。こうしたデジタル医療市場の今後の主な要
素はデジタルフィットネスとウェルビーイングであると予想
されており、これは健康を自分でモニタリングしたいと考え
る消費者が増加していることに起因する。18

医療業界のデジタル化が加速を続ける中、デジタル化の他の
側面を活用し補完するクラウドテクノロジーの導入も同様に
加速するであろう。ただし、便益を実現し、投資が患者アウ
トカムをもたらすには、テクノロジーとデジタルシステムが
適切かつ効果的に実装される必要がある。

グラフ2：デジタル医療市場の収益に基づく	
規模比較（10億円）

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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各国政府は、デジタル化の成長トレンドに対応している
デジタルテクノロジーの導入を拡大し、便益を実現するために、アジア太平洋地域の複数の政府がテクノロジーとクラウドの導入をサポートする戦略を策定した。下図に、こうした戦略の概要
を医療セクターやクラウドイニシアチブなどへの関連とともに示す。 

インド─ National Digital Health Blueprint（NDHB）（2019年） 
ブループリントの主な原則には、万人への医療普及、包摂
性、セキュリティ、プライバシーに加え、技術的視点に立っ
た相互運用性、オープンスタンダード、信頼できる唯一の情
報源としての一連のレジストリが含まれる。19インド政府は
2013年にクラウドファーストの政策も導入している。

マレーシア─ Malaysian Health Data 
Warehouse（MyHDW）（2017年） 
国の医療情報収集および報告システムで、すべての政府
および民間の医療施設と医療サービスが対象となってい
る。MyHDWは統合したものであることから、システム
の不整合の問題は解消され、時間や場所の制約を受ける
ことなくデータへのアクセスが可能になる。20 

シンガポール─ Smart Nation 
 すべての業界、企業、政府機関に行動を促し、デジタル化の取
り組みを促進している。21 

凡例 ─ 国家戦略
包括的デジタル政府戦略 

デジタル医療戦略

戦略におけるクラウドへの具体的言及

クラウド導入をサポートする	
イニシアチブへの資金配分

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

インドネシア─ Blueprint of Health Digital Transformation 
Strategy 2024（2021年） 
医療テクノロジーの企業アーキテクチャを構築するための基
礎作りを目指す。患者と医療提供者に関する医療情報のデジ
タル統合、デジタル医療インフラの統合された開発などの、
主な柱に基づく。22 

韓国─ Digital Government Master PlanとDigital Platform Government 
Initiative（2021年） 
この戦略は、公共サービスのデジタル化を促進し、クラウドベースのプラットフォ
ームを通じてデータを活用する政府を機能させることに特化した「ミッション」を
掲げている。23

日本─ デジタル政策（2022年） 
デジタルトランスフォーメーション戦略の一環として、地方自治体レベルでITシス
テムを統合し標準化する政府のクラウドプラットフォームが導入される。24 

タイ─ e-Health Strategy（2016年） 
政府の電子サービスを開発する10年計画で、複数の開発目標とデジタル医療のため
の政府支援を含んでいる。25 

オーストラリア─ デジタル経済戦略（2022年） 
デジタル成長を支えるため、経済全体で戦略的投資の主要分野を特定す
る。2022年の投資額11億豪ドルを含む。この投資の一部は、医療テクノロジ
ーのイノベーションを支援する。26 

ニュージーランド─ Digital Strategy for Aotearoa（2022年） 
この戦略の一環として、健康と障がいのセクターのデジタル
インフラとデジタル機能を改善するため、他の医療改革と合
わせて1億7000万NZドルがHira（健康に関するデジタル機
能）に承認された。27 



データセキュリティ基準は地域によって異なる
クラウドシステムへの信頼を確保し、その後クラウドの導入を実現するためには、法律に裏付けられた明確なデータセキュリティ基準とその遵守が必要である。ある国のデータセキュリティ基
準を示す指標の1つが、グローバル・サイバーセキュリティ・インデックスである。28下図は、この指標の主な結果と医療固有のデータ基準をまとめている。29303132

インド─ データセキュリティ基準に関連する準備で7位。準備の
状況は国内各地で大きな差がある。インド国家保健庁は2022
年、Health Data Management Policy（健康データ管理に関する
方針）を公開した。
	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：97.5

マレーシアは準備において4位に位置しており、規制
機関との協力が密接で、包括的な政策体制を備えて
いる。ただし、特に医療におけるクラウドの使用に
関連した規制が不明確である。
	• データセキュリティへの支出、2015年～2025年 
CAGR：15%

	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデック
ス：98.06

シンガポール はデータセキュリティに関連する準備において1位に位置
しており、データセキュリティに対する法的・組織的な認識が健全であ
る。Personal Data Protection Act 2012（2012年個人情報保護法）は、
全ての個人データ（医療データ、生体認証データの管理を含む）を対象
としている。
	• データセキュリティへの支出、2015年～2025年 CAGR：12%

	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：98.52

インドネシアはデータセキュリティの準備の点で9位に位置し
ている。ただし、近年デジタル化が進んでおり、準備状況が改
善される可能性がある。健康情報システムに関する政府規制に
よって、健康データの保護に関する標準的な手順が規定されて
いる。
	• データセキュリティへの支出、2015年～2025年 CAGR：23%

	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：94.88

韓国は準備において6位に位置しており、データセキュリティと迅速なインシデント
対応に向けた研究開発の割合が高い。Medical Service Act of 2002（2002年医療サ
ービス法）によって、EMRをクラウド上で安全に保管するための基盤が作られた。
	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：98.52

日本は準備において2位に位置しており、データセキュリティに特化した強力な法
律と政策環境を備えている。「3省2ガイドライン」によって、クラウドに保管さ
れる医療情報が統制されている。
	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：97.5

タイは準備において8位に位置しており、アジア太平洋地域で最もサイバー攻撃を受
けている国の1つである。医療クラウドに特化した規制ガイダンスはない。
	• データセキュリティへの支出、2015年～2025年 CAGR：12% 

	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：86.5

ニュージーランドは準備において5位に位置してい
る。Health Information Privacy Code 2020（2020年健康
情報保護法）で、健康データの保護要件を指定している。
グローバル・サイバーセキュリティ・インデック
ス：84.04

オーストラリア─ 強固な法律と教育が主な理由で、データセキュリティ関連
の準備において3位。My Health Records Act 2012は、特にクラウド上の医
療データを保護するものである。 

	• データセキュリティへの支出、2015年～2025年 CAGR：11%

	• グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス：97.47

凡例 ─　国のデータセキュリティ基準
個人情報のセキュリティ関連法

医療分野のデータセキュリティ関連法

クラウドに特化した医療分野の	
データセキュリティ関連法

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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主な発見事項

.• 本調査のために開発されたデータベースでは、医療に
クラウドを適用した66例と、医療機関、医療制度、患
者にとっての便益17件を特定した。

.• アジア太平洋地域の医療セクターはクラウドを採用し
つつあり、医療のためのクラウドに1,945億円相当を
投資している。この投資額は年間平均16%の成長率で
2026年までに3,427億円に達する見込み。

.• こうした伸長にもかかわらず、クラウドテクノロジー
への2022年の投資額合計に医療分野が占める割合は
3%未満で、この割合は今後4年間にわたり減少を続け
ると予想されている。 

.• シンガポール（1人当たり3,242円）、オーストラリア
（同2,501円）、ニュージーランド（同2,223円）.
などの高所得国では、1人当たり支出が次.
の順位の国の5倍大きい。 

クラウドの役割



日本の医療におけるクラウド活用のメリット

19

医療におけるクラウドの役割の増大
クラウドのソリューションとプラットフォームは、データ集
約型アプリケーションを可能にするオンデマンドのデータ
ストレージとコンピューティングパワーを提供することによ
って、医療におけるテクノロジーとデジタル化の価値を実現
した。クラウドを活用したテクノロジーには、バーチャル医
療、HERを利用して患者アウトカムを予測するビッグデータ解
析、仮想現実と拡張現実による研修、患者の遠隔モニタリン
グなどが挙げられる。

クラウドテクノロジーはまた、プラットフォームやアプリケ
ーション間の相互運用性も向上させることができるため、.
複数のソースから得る広範なデータの統合と分析の促進.
を可能にする。 

アジア太平洋地域の医療におけるクラウドコンピューティン
グのアプリケーションは多様であり、診察を調整する医療プ
ラットフォームから、診断精度を改善するAIの実現に至るま
で、医療業界のほぼすべての側面を網羅している。

本調査では、医療におけるクラウドに特化したユースケース66
件のデータベースを作成し、クラウドを活用したさまざまなア
プリケーションを示した（全データベースについては、別添A
を参照）。データベースは以下の情報源に基づき構築された。

.• 幅広い学術文献

.• 国際機関（WHO、OECD、世界経済フォーラムなど）の事例 

.• クラウドプロバイダー（AWSを含む）が提供する研究調査 

.• 本レポートのために特にデロイトに提供された、クラウドを
活用したテクノロジーを利用している組織のケーススタディ

ユースケースは、一般に以下の6つのカテゴリーに分類するこ
とができる。一部のユースケースは複数カテゴリー.
に該当する。

	• 遠隔モニタリング（ユースケース10件）─健康アウトカム
をリアルタイムで追跡および予想するための、患者医療デー
タの遠隔モニタリングなど。
	• 遠隔医療／遠隔診療（ユースケース5件）─患者がビデオ会
議などを通じて離れた場所から医療を利用できるようにする
デジタルプラットフォームなど。 

	• データアナリティクスと調査（ユースケース19件）─医療
機関と研究者が大量のデータを処理し、より効率的なインサ
イト獲得を可能にするプラットフォームなど。
	• 医療データベース（ユースケース12件） ─ 大量の医療デー
タを管理しアクセスを提供するプラットフォームなど。医療
制度全体で相互運用可能である場合が多い。
	• インタラクティブな医療プラットフォーム（ユースケー	
ス13件）─患者が自身の健康情報にアクセスしたり、処方
せんなど健康に関するさまざまな要素を離れた場所から管理
できるようにするデジタルプラットフォームなど。
	• 新型コロナウイルス感染症への対応（ユースケース7件）─
濃厚接触者の追跡や検査結果の提供などを通じて新型コロナ
ウイルス感染症のパンデミックに対処するために設計された
デジタルプラットフォームなど。

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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医療におけるクラウド投資は増加し、.
2026年までに1,480億円に達する見込み
本レポートで調査した9か国は、クラウドテクノロジーを採用
している。本レポートの対象9か国における医療セクターのク
ラウドテクノロジーへの投資トレンドを理解するため、IDCの
データを使用した。33 これらの国の医療における2022年のクラ
ウドテクノロジー総投資額は推定1,945億円。クラウド支出の
年間平均成長率は26％で、直近5年間に著しく増加している。

この成長は今後4年間、年平均成長率16％で続くと予想されて
いる。クラウド投資総額は2026年までに3,427億円に増加す
ると予想されている。増加率が最も高いのはインド、インド
ネシア、マレーシア、タイを含む途上国であった。一方、金
融サービスセクター（2022年に7,688億円相当を投資済み）で
は、今後4年間に年平均成長率18％の増加が予想されている。

こうした増加にもかかわらず、アジア太平洋地域における
2022年のクラウドテクノロジー投資総額に医療が占める割合
は約2.9％に過ぎない。この割合は今後4年間にわたり、減少が
続くと見られている。これは、クラウトテクノロジー投資を妨
げる障壁が同地域への投資インセンティブを実現するために取
り除かれれば、著しい便益を実現できることを示している。 

また、投資額は国によっても異なる。高所得国は、医療にお
けるクラウドテクノロジーに対する国民1人当たりの支出が最
も高い。シンガポール（1人当たり3,242円）、オーストラリ
ア（同2,501円）、ニュージーランド（同2,223円）。.
また、1人当たりの総支出は、次の順位の国の5倍超である。

日本（同371円）と韓国（同278円）は国民1人当たりの投資額
が著しく少ない。アジア太平洋地域の医療におけるクラウド
投資は増加が予想されているが、2026年までの予想では、先
進国と途上国との間に存在する支出ギャップが依然として大
きいことが示されている。 

グラフ3：医療におけるクラウド支出（2017～2026年）

3.0% 
2017年

2.9% 
2022年

2.7% 
2026年

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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主な発見事項
.• 政府の意思決定者は、徐々に増加するクラウドテクノ
ロジーの費用と投資便益を考慮するビジネスケースを
検討する必要がある。本調査では、医療におけるクラ
ウドテクノロジーの導入は、医療機関の生産性向上、
患者アウトカムの改善、健康の公平性を目指す取り組
みのサポートを含む17の主な便益に関連することが明
らかになった。
.• 患者にとっては、クラウドを活用した機械学習に.
よって、心血管疾患の発見率が臨床評価の場合よりも
7.6％高くなる。心血管疾患の約60％は、アジア太平
洋地域で発生している。
.• 医療機関では、クラウドへの移行によって、直接運用
費用が大幅に削減される可能性がある。アジア太平洋
地域の対象9か国で病院がクラウドに移行した場合、
削減される費用は2兆9,000億円になる可能性がある。
.• また、クラウドによって、健康上の重大なイベントに
対する素早い対応も可能になる。韓国では、クラウド
テクノロジーによって、コロナ対策の一環として人の
移動情報を特定することが可能となり、濃厚接触者を
追跡する効率が向上したことで、移動情報を特定する
プロセスが24時間から20分に短縮された。
.• 重要な人口セグメントを特定し、.
アクセシビリティを向上させることによって、.
クラウドは健康の公平性を改善できる。.
これは医療費総額の約20％に相当する。

医療におけるクラウドの採算
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クラウドテクノロジーの採算
医療分野におけるクラウドテクノロジーへの投資決定には通
常、費用便益分析が含まれる。本セクションでは、この分析
に役立つエビデンスとユースケースを検証する。

費用便益分析は、関連する評価期間について、さまざまな投
資オプションがもたらす費用と便益の増分を基本事例と比較
して特定する包括的な枠組みを含む。基本事例、費用便益は
投資決定の個々の内容に大きく左右されるが、本レポートで
は全体的なテーマをいくつか特定した。

投資の基本事例は、オンプレミスデータストレージが利用さ
れる場合、クラウドとオンプレミスのデータストレージの両
方が同時に使用されるハイブリッド環境、またはクラウドテ
クノロジー特定のユースケースがない場合となる可能性が高
い。変化の事例セクションで特定されるトレンド、すなわち
高齢化による医療費の増加と医療への市民の期待の増大を基
本事例に織り込むべきである。

費用便益分析では、増加する金銭的コストと非金銭的コス
ト、社会にとっての便益を検証する。 

クラウド投資の便益には、クラウドテクノロジーの利用によ
る医療機関と医療制度の生産性向上、患者アウトカムの改
善、健康の公平性の向上が含まれる（本セクションを通じて
これらの便益を検証する）。  

クラウド投資の関連費用には、クラウドプラットフォームのビ
ルド、既存アプリケーションのクラウドへの移行、テクノロジ
ーの除却、クラウドの継続的な運用、および移行管理の費用が
含まれる（これらの費用については32ページで詳述する）。 

費用の推定は、商業的ベンチマークが確立されている場合が
多いため、比較的容易である。一方、患者アウトカムの向上
に関連する健康上の便益は金銭的な定量化が難しいため、費
用対効果の測定では。関連する選択肢に伴う費用に対して達
成されたアウトカムを特定する。

費用便益分析に基づく投資決定では、費用便益比（BCR）と正
味現在価値（NPV）を検討すべきである。BCRとNPVはいずれ
も政府の投資が確実に成果を上げるための重要な意思決定ツ
ールであるが、投資が政府のより広範な戦略（デジタル政府
の推進、情報不足のため定量化できていない便益など）とど
のように整合するかも検討する必要がある。

図3：クラウドテクノロジー、便益、費用の採算

経済的便益 医療制度の生産性
便益

医療制度が回避した
コスト

患者のウェルビーイ
ングへの便益 経済的な生産性便益 健康の公平性への

便益

経済的費用 ビルド 
費用

移行 
費用

除却費用 運用 
費用

プログラム管理

正味現在価値 経済的便益

費用便益比 経済的便益 経済的費用

経済的費用

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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図4：クラウドテクノロジーの便益
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クラウド投資の経済的便益フレームワーク
医療分野におけるクラウドテクノロジーの利用と適用によっ
て特定される経済的便益は広範に存在するが、その影響を定
量化した研究は比較的少ない。このギャップを埋め、クラウ
ドテクノロジーへの投資事例をサポートするために、本レポ
ート向けにクラウドのユースケースのカスタムデータベース
を作成した。 

図4は、患者、医療機関、医療制度全体への、クラウドがサポ
ートする主な便益を示している。現在はまだ認識さえされて
いない可能性のあるクラウドアプリケーションの広範な潜在
性を考慮し、この便益フレームワークはすべてを網羅するの
ではなく、最も重要または一般的である便益を捉えることを
意図している。また、一覧に挙げた便益は互いに独立してい
るとは限らない。

クラウドテクノロジーの利用は、情報へのアクセスの大幅な
向上と容易な健康管理、および健康の遠隔モニタリングなど
による健康アウトカムの改善を通じた患者体験の改善によっ
て、患者への便益となる。 

医療機関が実現する便益は、イノベーションの余地の拡大や
セキュリティの向上に加え、主に（柔軟な拡張性とコスト最
適化による）効率の向上に関連する。

医療制度全体に関しては、公衆衛生のモニタリング能力の向
上に関連する便益が多く、研究と診断やデータとシステムの
相互運用性における便益もある。

本セクションでは、この3つのグループにそれぞれ発生する便
益を詳細に検証し、便益実現のためクラウドを導入した組織
のケーススタディを示し、次いで関連費用のカテゴリー.
を特定する。

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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患者アウトカムの改善
クラウドを活用したテクノロジーは、患者の医療制度との関
わりを様々な方法で改善する。本レポートのために開発され
たユースケースのデータベースにおいて、患者アウトカム
は、すべてのクラウドユースケースの約21％を占める最大の
便益であった。これは、クラウドを活用した遠隔モニタリン
グと予防的治療に関連する場合が多い。  

患者アウトカム：早期診断とリスク階層化
クラウドによる活用が可能な機械学習アルゴリズムを利用し
て、公衆衛生のアウトカム予測を改善することができる。.
機械学習により、心血管疾患（CVD）イベントの予測能力を
7.6％向上させるとともに、臨床評価における誤診を1.6％減少
させることができる。34

心血管疾患は世界中で若年死を含む死亡の主因となってい
る。2019年に世界で発生した心血管疾患による死亡例1,860万
件のうち、58％はアジアで発生している。35

インドでは、心疾患リスクが高い個人を予測する精度を向上
させるためにクラウドベースのツール「Apollo Cardiovascular 
Disease Risk」が使用されている。このAI予測ツールは、ライ
フスタイル、食習慣、心理的ストレス、不安などの属性に基
づいた40万人のデータを使用し、非伝染性疾病による若年死
のリスクを2025年までに25％軽減するというWHOの目標に向
けてインドが前進する一助となっている。36

ClosedLoop.aiも機械学習を使用し、クラウドプラットフォー
ム上で高リスク群を予測する。ClosedLoopのある導入例で
は、新型コロナウイルス感染症のリスク患者群を特定した。
このプラットフォームによって、リスク階層化の精度が63％
向上するとともに、偽陽性のケースが80％以上減少した。37

容易な健康管理
クラウドの利用によって、医療制度と関わる際の利便性を高
めることができる。たとえばシンガポール保健省は、患者が
退院手続きの概要、検査結果、今後の予約などのために利用
できるHealth Hubを採用している。38

別の例として、オーストラリアでは、クラウドを活用した
Genie Solutionsを採用し、患者によるバーチャル医療の利用
プロセスを容易にしている。テクノロジースキルを持たない
患者は、Amazon Chimeを利用すれば、アプリのダウンロード
やログインといった複雑なプロセスを避けてサービスにアク
セスできる。39

ニュージーランドではSouthern Cross Healthcareが、クラウ
ドプラットフォームを通じたカスタマージャーニーのデジタ
ル化によってコミュニケーションを改善することで、患者と
の関わりにおける効果の改善を可能にしている。40

ユーザーエンゲージメントと患者のフィードバック
クラウドを活用したアプリケーションは、患者とのエンゲー
ジメントの改善にも利用されている。nib Health Fundsは、オ
ーストラリアで初めて医療保険の問い合わせに人工知能テクノ
ロジーを導入した保険会社である。同社のチャットボットは
「nibby」という愛称で、内容が複雑化した際は適切な営業担
当者や保険金請求担当者に顧客をつなぐことができる。nibby
は5万人以上の会員とチャットし、その成功率は85％であっ
た。これにより、対応時間が1,500時間削減された。41

情報へのアクセス
クラウドプラットフォームは、患者による情報アクセスの
向上にも利用されている。たとえばオーストラリアのNSW 
Health Pathologyは、国内で新型コロナウイルス感染症が流
行している中、新型コロナウイルス検査の結果を大規模に提
供する自動システムを開発した。この自動SMS通知サービス
は、2時間以内に検査結果を患者に知らせることができる。同
サービス開始以前の待ち時間は10日であった。検査結果の待
ち時間を短縮することによって、隔離期間も短縮され、患者
の不安軽減にも役立っている。42 

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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患者アウトカムの改善に関する社会経済的便益の試算

クラウドテクノロジーを医療制度に統合することで得られる最も大きな便益の1つは、患者アウトカムの改善である。本レポートでは、この便益や本レポートで紹介する他の便益に加え、.
クラウド活用テクノロジーの導入から得られるフローオン効果を「社会経済的」便益と呼ぶ。

医療機関によ
るクラウド導

入の影響

クラウドテクノロジーを医療
機関に導入することによる直
接的な結果。次の改善／強化
が含まれる：

拡張性

生産性

イノベーションの範囲

知識の共有

強化されたこれらの能力
は、次の利用においてイノ
ベーションをもたらす可能
性がある：

機械学習 
と人工知能（AI）

医療サービスや知識への
アクセスを改善する 

テクノロジー

医療ビッグデータの 
処理と分析

続くスライドで呈示する
適用例には、以下を実現
するクラウドに関連した
便益が含まれる。

機械学習による	
診断精度の向上

安全プロトコルのため
のAI利用

世界中の臨床医を対象
とした診断研修への	

アクセス

不利益を被っている人
々のための遠隔医療サ
ービスへのアクセス

不利益を被っている人
々に関するデータ収集

ケーススタディの結果

ケーススタディ：	
心血管疾患

ページ：26

ケーススタディ： 
院内感染

ページ：27

ケーススタディ： 
乳がん

ページ：26

ケーススタディ： 
遠隔医療

ページ：28

ケーススタディ： 
データ収集

ページ：28

潜在的な社会経済的	
アウトカム

ウェルビーイングの向上

死亡率の低下

常習的欠勤率の低下

医療費の削減

国の生産性向上

死重損失の低減

生活の質の向上

治療費の削減

特定の人々に対する可視性
とアクセスの向上

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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早期診断と発見のフローオン効果を可能にするクラウド
疾病やそのリスク因子を正確かつ早期に発見することは、より適時で効果的な治療や管理を通じて重症化や発症を防止するうえで有益である。そのため、早期発見は、患者、医療機関、医療制
度に関連するいくつかのフローオン効果をもたらす。下図は2つの例を示しているが、ユースケースによると、疾病の正確な早期発見による同様のフローオン効果の事例がさらに多く存在するこ
とが明らかになっている。

クラウドを活用した介入は、正確な発見と診断を向上させることができる
.• クラウドを活用した機械学習により、心血管疾患イベントの発見が7.6%増加した。43

.• クラウドを活用した研修により、乳がん検査における臨床医の診断精度は21～31％上昇した。44 

患者にとっての便益 P
医療制度 H と 
政府にとっての便益 G

患者 P と 
患者の雇用主にとっての便益 E

医療制度 H と 
政府にとっての便益 G

死亡率の低下：リスク群に対する早期予防
によって、命にかかわる合併症を	
減らすことができる45 P

国の生産性： インドで心血管疾患によ
って失われた生産性は1,816億円46 

G 死亡率の低下：早期発見・治療によっ
て生存率が上昇する47

P 若年死の減少に伴い生産性の	
喪失が減少する48 

G

ウェルビーイングの向上：治療によ
り、入院を最大50%削減し、生活の質
が向上する49

P 医療制度にかかる直接的な費用の削
減：費用は予防可能な合併症によって
増加する50

H 生活の質：早期発見により、 乳腺切除
が必要となる可能性が低下する 51

P 医療制度にかかる直接的な費用
の削減： 高度な症例ほど、	
医療費が高くなる52 

H

常習的欠勤の減少：治療によって常習
的欠勤と病人の出勤を低減できる53

P
E 税収減に関連する死重損失の低減54 

G 常習的欠勤の減少：治療によって常習
的欠勤と病人の出勤を低減できる55

税収減に関連する死重損失の低減56
G

これらの疾患の早期発見は、重症化を減らし、費用を削減するとともに、健康、生産性、生産性、ウェルビーイングに対する好影響を与える。

P
E

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

心血管疾患（CVD）

心血管疾患の正確な発見とその後の治療 
の便益には以下が含まれる。

乳がん

乳がんの早期発見とその後の治療の 
便益には以下が含まれる。
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クラウドは、院内感染予防について影響を軽減する
疾病予防はウェルビーイングの向上、死亡率の低下、生産性の向上、医療制度における費用削減の鍵となる。Bule Mirrorのケーススタディで実証されたように、院内感染の発生を低減するうえ
で個人防護具（PPE）は有用である。院内感染が減少することによって、患者、医療機関、医療制度にいくつかの関連するフローオン効果がもたらされる。下図はこの例の内訳を示す。ユースケ
ースによると、疾病予防が同様のフローオン効果をもたらす事例がさらに多く存在することが明らかになっている。

医療制度 H と政府にとっての便益 G患者 P と患者の雇用主にとっての便益 E

病院で過ごす時間が18.1日短縮されることによる、ウェルビーイングの向上57
P

院内感染の予防は、関連する健康、生産性、ウェルビーイングのコスト軽減の鍵である。

クラウドを活用したPPE Buddyは、院内感染の予防に役立つ。

院内感染の減少による便益には以下が含まれる。

死亡率の低下：英国では、院内感染者の死亡率が3.5％58
P

回復期の患者による常習的欠勤の減少（病欠をする権利の有無によって、	
患者または被雇用者が負担）59

P
E

死亡率の低下：英国では、院内感染者の死亡率が3.5％60
P

医療制度にかかる直接的な費用の削減： 2022年の患者1人当たり410万円、	
オーストラリア全体で7,040億円61

H

G

医療従事者の常習的欠勤の減少：院内感染に関連する欠勤は平均5日間（英国） 62
H

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

税収減に関連する死重損失の低減63 
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クラウドは健康の公平性を促進するフローオン効果を実現
健康格差は公衆衛生にとって有害であるだけでなく、医療制度への負担も大きい。不利益を被っている人々のアクセス改善と、そうした人々に関する包括的なデータ収集を実施するための対
象を絞った投資がなければ、健康格差の改善は困難となるおそれがある。クラウドは、不利益を被っている人々に医療アクセスを可能にし、特定を強化するうえで重要な役割を担うことができ
る。こうした効果の性質を以下に示す。

政府にとっての便益

医療へのアクセスを向上させ人口セグメントを特定することで、クラウドテクノロジーは健康格差を縮小できる。 

患者にとっての便益

治療費の減少：オーストラリアの調査
では、耳鼻咽喉科の検査が30%減少64

P

遠隔医療の便益には以下が含まれる 。 不利益を被っている人々についてのデータ収集の強化による 
便益には以下が含まれる。

医療制度にとっての便益

アクセスの実現： 
具合が悪い、または移動で	
きない患者65

P

医療サービスの開放：地方や遠	
隔地の患者に 66

P
E

病院で過ごす時間の短縮：  
遠隔モニタリングによって、	
14.7日短縮67

P

医療制度の費用減少：施設費の	
削減と時間短縮68

P

医療制度の生産性向上： 患者人数	
の増加による69、70

P

可視性の向上：政策立案者にとって、	
不利益を被っている人々の存在が見えるようになる。71

H

理解の向上：ニーズの性質と健康格差の主な原因。72
H

ニーズの優先事項のターゲット化：健康格差の主な原因。73
G

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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ケーススタディ： クラウドを活用した世界的な放射線科研修
DetectedXは、実際の画像を用いて、臨床医が胸部の画像診断
スキルを試したり磨いたりするための放射線科研修プログラム
を提供している。プログラムの拠点はオーストラリアにあり、
国内のスクリーニングプログラム、大学、臨床センターに採用
されているほか、世界150か国に3500人超のユーザーを持つ。74

このプログラムが提供するアプローチを実行することで、プ
ログラム終了後、臨床医による診断精度は21％から31％上昇
した。実際、放射線医師の83％で、最初のコース完了後の診
断パフォーマンスが向上している。75

クラウドは、国外や途上国への迅速な拡大を可能にする
DetectedXのCEO兼共同設立者であるパトリック・ブレナン
（Patrick Brennan）教授は、研修プログラムがオーストラリ
アの国内だけでなく世界に拡大し、それを求める人や必要と
している人が直ちに利用できるようにするためには、クラウ
ドテクノロジーが鍵となると考えている。コロナ禍に、チー
ムは肺のCTを使用して、診断用に同様の研修ツールを迅速に
開発した。ブレナン教授は、わずか4週間でこの研修プログラ
ムの利用を4 か国から150か国に拡大したと振り返る。

クラウドテクノロジーは、途上国にこの研修を拡大する鍵と
なった。同教授は次のように述べている。「クラウドのおか
げで、研修はとても簡単になりました。適度な速度のインタ
ーネットさえあれば、私たちが開発した研修用資料にすぐに
アクセスできます。」DetectedXは、より多くの国々がその研
修を利用できるようにするため、研修へのアクセスに必要な
回線速度を劇的に削減するよう尽力した。これは、適切なイ
ンターネット接続があれば、最も重いケースファイルでも完
全な解像度で素早く確認できることを意味する。

DetectedXによる研修の使用を国際的に促進するため、.
同社はRadiology Across Bordersと提携し、多くの臨床医.
に研修を提供している。 

AWSサービスの利用でセキュリティを確保
学者や臨床医が、実際の患者の画像とともに学習用資料の保管
にDetectedXのプラットフォームを利用していることから、セ
キュリティは優先事項である。これは、AWSサービスが提供す
る必要不可欠な提供内容であり、DetectedXの利用を他の医療
提供者や教育機関に宣伝するうえでの重要な機能だった。

AIを利用した教育のカスタマイズ 
クラウドテクノロジーは、AIを利用して、研修プログラムを補
完することも可能にする。大学生から医師、経験豊富な放射
線技師といったユーザーの範囲を考慮すると、画像診断には
幅広い専門知識が存在する。AIを利用し、以前の間違いや、見
逃していた重要な特長を特に強調する画像を含む推奨モジュ
ールを全ユーザーが確実に選択できるようにしている。この
革新的なAI利用法は、各ユーザーが繰り返し問われるのではな
く、学習し続け、すでに身に付けたスキルを急速に磨くこと
ができるようにする。

主な便益

柔軟な拡張性 健康の公平性と	
患者アウトカム

知識の共有と	
情報へのアクセス

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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ケーススタディ：価値主導型の医療提供を支えるThe Clinician

The Clinicianは、健康アウトカム、体験、教育的情報に関する
リアルタイムデータの移行を可能にすることで、医療機関に
よる先を見越したパーソナライズされた医療の提供をサポー
トしている。76 The Clinicianは、アジア太平洋地域と中東にお
いてこれらのサービスを提供している。 

The Clinitianの最高技術責任者であるマイク・.
メリー（Mike Merry）氏と、最高健康インフォマティクス責
任者であるコライ・アタラグ（Koray Atalag）氏は、デジタル
医療プラットフォームであるZEDOCがどのようにして、臨床
医が時間や場所を問わず患者とつながれるようにしたかを説
明している。ZEDOCは、患者から直接入手した医療データを
収集し分析する機会を臨床医に提供する。これは、患者アウ
トカムの改善と医療制度内の費用削減のために活用すること
ができる。 

クラウドテクノロジーはZEDOCに必要なスケーラビリティを
提供し、オンプレミスのインフラでは対処できなかったであ
ろうデータ使用量の急増に対応する能力を維持しながら、.
100万人以上へのサービス提供を可能にしている。

バーチャル救急科トリアージ
The Victorian Virtual Emergency Department（VVED）はプラ
ットフォーム「ZEDOC」を活用し、患者が自宅から自分で仮
想サービスにデジタル登録し、遠隔医療プロバイダーとつな
がり、緊急性のない治療を素早く受けられるようにすること

で、救急科に対する圧力を緩和している。このサービスによ
って、臨床チームは患者をより迅速にトリアージできる。.
全米でアクセスを増加するため、サービスは22言語で提供さ
れている。2022年4月以降、3万5000人超の患者がZEDOCを.
介して登録した。救急科での待ち時間が平均4～6時間である
のに対し、VVEDの看護師に会えるまでの待ち時間は平均約.
15～30分である。患者の約87％は、救急科に移管されること
なく、VVEDのみで解決している。77

患者の報告による体験とアウトカムの測定
The Clinicianは、アジア太平洋地域全域でZEDOCを展開し、
患者報告経験指標（PREMs）と、患者報告アウトカム指標
（PROMs）を収集している。

患者報告経験指標（PREMs）は患者の視点から見た治療の
長所と改善点を特定するのに役立つ。これには、医療従事者
と患者の間のコミュニケーションや信頼のレベル、ケアパス
ウェイのコーディネーションレベルなどの体験分野などが含
まれる。調査によると、患者体験と、より良い健康アウトカ
ムの達成との間には肯定的な関係があることが明らかになっ
た。78患者中心のケアを提供し、ケアの質に関する懸念事項に
対処することによって、患者体験を向上させることが、患者
アウトカムを最適化するための鍵である。 

PROMsは、症状の負荷、生活の質、身体的および心理的機能
など、患者の視点から見た健康状態のデータを捕捉する。.
これにより、医療機関は、よりパーソナライズされた治療を
提供すると同時に、合併症の発症リスクが高い患者を発見
し、対処することができる。これにより、回避可能な救急科
での診療および／または再入院を避けながら、患者の生活の
質を向上させることができる。たとえば、結腸直腸手術後の
周術期の生活の質評価からは、合併症のリスクが高い患者の
早期指標が得られる。79

シンガポール有数のある公立病院はZEDOCを導入し、外来患
者が来院する前日に検証済みのPROMsをデジタルで収集して
いる。症状や生活の質など患者中心の重要なアウトカムを入
手することで、臨床医は短い診察時間の間に、素早く最も適
切な問題を絞り込むことができた。

その他には、結腸直腸がん、肺がん、限局性前立腺がん、炎
症性関節炎、糖尿病の患者、腰や膝の手術または白内障手術
を受けた患者向けにZEDOCによるデジタル治療のパスウェイ
が開発された。ZEDOCによるデジタル治療のパスウェイは、
一般患者の生活の質を測定するためにも利用できる。

主な便益

クラウドテクノロジーの
機能の活用 コストの最適化 患者へのコネクテッドケア
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医療機関にとっての便益
クラウドテクノロジーによって、医療機関はより効率的、革新
的、安全な治療を提供できるようになる。ユースケースのデー
タベースでは、柔軟な拡張性および／または費用削減が、全ユ
ースケースの45％における医療機関の主な便益として認識され
た。生産性向上も、ユースケースのデータベース内でよくみら
れるテーマであり、複数の医療機関が、データを効率的に処理
および分析する能力が向上したと報告している。

費用削減
アジア太平洋地域全体で医療費用が増加する中、費用削減の
達成は重要な優先事項である。オンプレミスのデータストレ
ージは、テクノロジーのニーズを正確に予測し、ニーズが変
化した場合（ピーク時の要件の約20～50％）に適切に対処で
きるようにしつつ、それらのニーズを満たす機器を調達する
必要がある。一方、クラウドはユーザーベースで料金の支払
いが可能なスケーラブルなデータストレージを提供する。80

AWS Cloud Economics Centreが6大陸で実施した分析による
と、クラウドへの移行による大幅な費用削減（5年間に1病床
あたり81万9,018円）が明らかになった。81日本国内の全ての
病院がクラウドに移行した場合、運営費用は1兆4,000万円削
減される見込みである。82

この試算は、オンプレミスのITインフラ費用と、.
クラウドを活用したデータインフラに必要な同等の費用、.
およびITリソースのオーバープロビジョニングの削減との比較
に基づいている。手法に関するさらなる詳細と国別内訳は裏面
に記載されている。

クラウド移行による費用削減は、データベース内のユースケ
ースによって裏付けられている（別添A参照）。こうした費用
削減の例として、韓国のソウル聖母病院では、糖尿病患者の
血糖値データをフィルタリングするアルゴリズムを利用して
医師が費やす時間を50％削減するとともに、患者の治療費を
削減した。83

柔軟な拡張性
コロナ禍で目立ったように、医療制度のリソースに対する需
要は、急速に警告なしに変化する可能性がある。このため、
クラウドテクノロジーが提供するスケーラビリティは、医療
機関にとって著しい便益を提供する。オーストラリアのNSW 
Health Pathologyでは、このスケーラビリティを活用して、新
型コロナウイルスの検査結果を提供する自動通知サービスを
作成した。これにより、システムを拡張し、2021年11月中旬
時点で425万件の検査結果を提供できた。84

生産性
医療制度の生産性と効率は、患者アウトカムを決定するうえ
で重要な役割を果たす。クラウドテクノロジーは、プロセス
の合理化によって生産性を向上させ、治療提供モデルを改善
し、ユーザーに情報を提供した。生産性を向上させるクラウ
ドアプリケーションの例には、血管拡張分析（AVA）における
オーストラリアのSee-Modeが含まれる。クラウドテクノロジ
ーは、医療画像分析と脳卒中リスク予測を行う機械学習モデ
ルを実行する際のスケーラビリティと効率性を向上させる。
また、一元化されたプラットフォームによって、管理とコン
プライアンスが容易になる。クラウドテクノロジーを利用し
た結果、50～100枚の画像を数秒以内に処理し、1分以内にレ
ポートを生成できるようになった。85

セキュリティ
プライバシー、すなわちセキュリティは医療環境で患者デー
タを管理する際に重要な役割を担っている。そのため、医療
機関がクラウドテクノロジーのセキュリティ面の優位性を活
用することによって便益が実現する。これには、プラットフ
ォームの総合的な性質が含まれ、データ統合と、データ侵害
リスクの軽減をもたらす。たとえば、米国のメイヨー・クリ
ニックは、データをプラットフォームから移動させることな
く、データと分析ツールへのアクセスを提供し、データセキ
ュリティと患者プライバシーを確保している。86

知識の共有と情報へのアクセス
知識の共有と情報へのアクセス開放は、医療制度に大きな価値
を加える潜在性があるが、統合されたアクセスしやすい情報シ
ステムが必要となる。クラウドテクノロジーは、これを実現す
るうえで重要な役割を果たしうる。たとえば、シンガポール保
健省では、全国の医療機関全体で情報とベストプラクティスを
共有するためにクラウドテクノロジーが使用された。87
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アジア太平洋地域におけるクラウドテクノロジーによる費用削減 
AWS Cloud Economics Centreは、6大陸の28の医療機関について、クラウド移行による費用削減を分析している。88 本分析の対象9か国においてすべての病院がクラウドに移行した場合、.
節減される運用費用は5年間で約2兆9,271億円になるとみられる。

図5：クラウドテクノロジーへの移行によって削減される運営費用の推定AWS Cloud Economics Centreの手法
この分析では、2019年7月から2022年3月の間にAWSの顧客が
委託した28の医療提供者のビジネスケースを検証した。.
各機関を以下の手順で評価した。 

1.. 医療提供者の既存ITインフラ上のデータを収集し、それを活用
して、既存リソースのオーバープロビジョニングを調べる

2.. 既存リソースを相当するAWSにマッピングする
3.. オーバープロビジョニングを排除する 

4. AWSにおけるこのインフラの予想費用を数値化する 

5.. 比較するオンプレミスの費用をコンパイルする

これらの提供者の5年間のオンプレミスITインフラの予想費用
合計は、4億4700万ユーロであった。ITインフラのクラウド移
行から予想される費用削減は、オンプレミスの予想費用の平
均44％であり、費用削減は合計1億9800万ユーロであった。

アジア太平洋地域全域の削減費用を推定
アジア太平洋地域全域の費用削減を推定するため、.
クラウド移行によって一床当たり同金額の削減を実現したと
想定した。この便益は1床当たり約85万9,051円であった。.
世界保健機関（WHO）のデータによると、.
対象国には約360万床が存在する。89 

インド 
6,344億円

シンガポール 
117億円

インドネシア 
2,469億円

マレーシア 
529億円

オーストラリア
852億円

ニュージーランド 
113億円

日本 
1兆4,014億円

韓国 
5,525億円

タイ
1,262億円
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ケーススタディ：AIでPPEの安全性を向上させるBlue Mirror

新型コロナウイルス感染症の流行により、個人防護具
（PPE）は大半の臨床現場で当たり前に見られるものになっ
た。PPEの着用と取り外しは1日数回行われる。十分な訓練
を受けていなければ当然間違いが生じ、感染を他の医療従事
者、スタッフ、患者に拡大させるおそれがある。

ニュージーランドを拠点とするBlue Mirrorは、個人用防護具
（PPE）の安全な着脱に関する医療従事者向けの研修に役立つ
「PPE Buddy」を開発した。このテクノロジーは、カメラが付
いた壁掛け式タブレットを介して提供され、医療機関の臨床
現場に独自に適応できる。

Blue MirrorのAI専門家であるロミー・ㇴネ（Rommie Nunes）
氏は、クラウドテクノロジーは、アプリケーション自体に必
須ではないものの、このテクノロジーを新たな医療機関に拡
大するスケーラビリティと速度を大幅に上昇させるという。 

AIを活用したPPE研修の便益は、Bradford Teaching Hospitals 
NHS Foundation Trustで検証された。評価では、.
「Blue MirrorはPPEの適切な着脱手順を覚えることをサポート
した」と感じたユーザーは100％（以前のPPEの研修方法では
65％）、「安全に対する意識が高まった」ユーザーも.

100%（同75％）、「Blue Mirrorが使いやすい」ことに同意
したユーザーは95％だった。Worcestershire Acute Hospitals 
NHS Trustでの評価も同様だった。 

感染コントロールと予防
調査では、10件中9件で、医療従事者がPPEの着用を間違え、
感染リスクに晒されていると推定した。 

オーストラリアでは毎年推定約17万件の院内感染が発生して
いる。90 感染後の各入院期間は平均よりも約18日間長い。91 こ
れは、2022年の追加費用において44900豪ドルに関連してい
ると推定されている。オーストラリア国内の院内感染にかか
る総費用は、76億豪ドルにもなる可能性がある。感染はほぼ
予防可能であり、感染抑制のベストプラクティスの管理は、
この負荷を軽減する上で必要不可欠なステップである。

研修時間
PPE研修プログラムを実施するには上級看護師が必要だが、多
くの医療機関ではこうしたプログラムを実施するリソースが
ない。PPEを適切に着用することは、感染の予防と抑制に不可
欠である。 

PPE Buddyは、上級看護師が研修に費やす時間を1人当たり10
～15分短縮できる。92

PPE Buddyは、手順毎の明確な指示を提供し、これを使用して
1対1のスタッフ研修を実施できる。研修は常時改訂され、受
講者のPPEコンプライアンスを改善している。The PPE Buddy
は、よくある間違いを検知し、修正を促すことができる。以
下はその例である。 

.• 手の除菌にかける時間が短すぎる

.• ガウンの背中が開いている

.• マスクで鼻を覆っていない

.• 手が顔に触れた

研修についてルーミー氏は、1年に1回以上という受講回数
の要件があるものの、多くの場合は大人数のグループを対象
に、PowerPointによるプレゼンテーションやデモを通じて実
施されることが多いと述べた。医療従事者は、1 対1の研修を
受けたことがない可能性がある。 

Blue Mirrorは、PPEの着脱手順を改善するために必要不可欠な
ツールを提供している。これは院内感染の可能性を最低限に
抑え、研修の効率を高めるのに役立つ。

主な便益

患者アウトカム コストの最適化 容易な健康管理
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医療制度全体にとっての便益
医療制度全体にとっての便益は、公衆衛生のモニタリング能
力の向上に関連するものが多く、研究や診断での便益、デー
タとシステムの相互運用性における便益もある。データベー
スで特定されたユースケースの約半数には、国の医療アプロ
ーチを改善するアプリケーションがあった。

公衆衛生のモニタリングと対応
クラウドテクノロジーは、政府による公衆衛生の理解を助け
るために、独自に適応して導入されている。医療制度は膨大
なデータを生成しているが、その多くは十分に活用されてい
ないことが多い。クラウドテクノロジーは、こうしたデータ
の管理だけでなく、公衆衛生の状態に関する貴重なインサイ
トを生み出すうえで重要な役割を果たすことができる。たと
えば、韓国では、同国における視覚障害の有病率の理解を目
的として、クラウドテクノロジーによって、全国の眼科医が
一同に集まり視覚障害を診断する。93

また、日本の国土交通省は韓国の疾病管理庁と連携し、コロ
ナ対策で人の移動情報を特定するクラウドテクノロジーを利
用することができた。濃厚接触者を追跡する効率が向上した
ことで、移動情報を特定するプロセスが24時間から20分に短
縮された。94

クラウドテクノロジーの機能の活用
クラウドテクノロジーは、医療制度の価値を高める機能をい
くつか提供している。たとえばクラウドを利用して保険金請
求管理、不正検知、ユーザーの確認など、公的医療保険制度
に関連するサポートを提供できる。クラウドでは、デバイス
に関係なく患者記録の相互運用性もサポートできる。

患者へのコネクテッドケア
コロナ禍後、治療の柔軟性は高まり、地理的要因による制約
は以前ほどではなくなった。コロナ禍で、遠隔診療は患者を
つなぐ大きな役割を果たした。今後も世界の医療制度で拡大
を続けるだろう。ただし接続の複雑性とデジタル空間の治療
ジャーニーには高度なソリューションが必要となるが、クラ
ウドテクノロジーなら政府にこれを提供できる。

医学研究、ゲノム、創薬
医学研究は、世界中で治療慣行を強化することで大きな便益
を創出できる。オーストラリアでは、医学研究が生み出す経
済的利益は初期投資額の4倍以上になると予想されている。95 
クラウドテクノロジーは創薬プロセスの変革にも利用でき
る。研究環境で化合物を検査する前に、100億近い化合物があ
る分子の世界から最も可能性の高い化合物を選択する必要が
ある。クラウドコンピューティングは、通常数か月かかる10
億以上の化合物の分析を1日に1回のプロセスで処理できる。
一例として、香港のインシリコ・メディシンでは、平均的な
創薬プロセスが3年早まり、平均費用は893億円減少した。96

診断のイノベーション
AIはますます重要な診断ツールになりつつある。画像診断の一
部の分野において、AIには診断の容易さと精度を変革する力が
ある。ただし、AI診断に関連するデータと処理をサポートする
ためには、高度なシステムが必要である。クラウドテクノロ
ジーは、AI能力の活用と診断能力の向上を確保するうえで重要
な役割を果たすだろう。

CO2排出量の削減
医療制度の直接的な健康目標に加え、複数の政府は公共セク
ターとその国の経済に対して持続可能性とCO2排出量削減に
関する目標を設定している。病院から排出される温室効果ガ
スは平均的な商業施設より2.5倍多いことから、医療における
エネルギー効率の改善は、こうした持続可能性目標の達成に
とって不可欠である。97 クラウドとソフトウェアベースのソ
リューションへの移行によって、オンサイトの企業向けハー
ドウェアに必要となる資材の節減とともに、CO2排出量の削
減が可能となる。複数の調査によると、消費者がオンプレミ
スインフラの代わりに一元化されたクラウドデータセンター
を利用すると、消費電力が80％減少する。98
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ケーススタディ：医療へのアクセスを簡素化するHalodoc

人口2億7000万人を抱え、1万7500以上の島で構成される群島
国家のインドネシアは、人々が医療サービスを利用できるよ
うにするうえで、他に類を見ない困難に直面している。同国
の人口1万人あたりの医師数はわずか3人で、アジア太平洋地
域で最低である。また、医療の専門家はジャワ島やスマトラ
島といった主要な島に極めて集中しているため、国内の一部
地域では医療の利用が困難になっている。

Halodocは「医療へのアクセスをシンプルにする」というミッ
ションを掲げ、エンドツーエンドの医療サービスを提供する
ことでこの問題への対処を試みた。一元化された医療サービ
スは現在、医師2万人以上、認定薬局4000店以上、大手保険
会社20社、病院、クリニック、研究所2000件超をサポートし
ている。これらの医療提供者は、手頃な価格で遠隔からのア
クセスが可能なクラウドプラットフォーム上で毎月2000万人
を超えるユーザーと接続し、全国で医療へのアクセスを簡略
化している。

Halodocは2016年に設立されたクラウドネイティブ企業
で、現在はAWSのさまざまなサービスを50以上活用してい
る。Ramkumar Durgam氏（同社のエンジニアリング担当.
バイスプレジデント）とLenish Namath氏（同クラウドイン.
フラストラクチャ担当バイスプレイデント）は、同社が急成
長を実現するにあたり、クラウドが果たした重要な役割を認
識している。

新型コロナウイルス感染症と関連規制によって、遠隔医療に
よる診療やオンラインの処方薬注文管理など、デジタルで提
供される重要な医療サービスへの依存と需要が劇的に高まっ
た。同社は、極めて短期間でプラットフォームのリーチを劇
的に拡大し、この需要増に対応することができた。

Ramkumar氏は、コロナ禍の間、顧客にサービスを提供で
き、市場リーダーの役割を達成したと認めている。これは主
に、同社のプラットフォームをホストしているパブリックク
ラウドインフラによるものであった。実際、同社は新型コロ
ナウイルス検査の結果をユーザーに伝えるドライブスルーの
ユーザー向け新サービスを3日間で立ち上げた。

コロナ禍の発生以降、Lenish氏はデジタル医療サービスへの
需要は継続すると考えている。人々がオンライン医療で好
ましい体験をしたことにより、デジタルでのアクセスが好ま
れる変化が長期的に定着する可能性がある。Lenish氏はさら
に、同社のユーザー層はインドネシア全人口のごくわずかに
過ぎず、市場は依然として開発途上であることが示されてい
ると強調した。

さらに一般的には、クラウドプラットフォームは、オンプレ
ミスのデータストレージと比較して、比較的低コストで簡単
に設定し、更新や削除もできる。オンプレミスの場合は、サ

ービスの拡張や変更に多額のインフラコストが必要となる。
これにより、同社は変化していくビジネスや市場のニーズに
迅速に対応できる。こうした機能は、同社がサービスのリー
チを地理的に拡大したり、新たな機能やサービスを立ち上げ
たりするうえで必要不可欠であった。

クラウドを利用した遠隔医療による診療は、Halodocが自社ユ
ーザーに高度なサービス可用性を維持・提供しながら費用を
抑制するうえで役に立った。Lenish氏は、AWS Graviton2プロ
セッサの導入後、処理費用が約20％減少し、同社の製品やサ
ービスの手頃な料金を維持するのに役立ったと述べている。 

Halodocのサービスは、膨大でしばしばセンシティブでもある
医療データを扱う際のデータセキュリティを確保するため、
クラウドプラットフォーム上に構築された。これは、パブ
リッククラウドシステムにはセキュリティが組み込まれてお
り、セキュリティを損なうことなく柔軟でスケーラブルなク
ラウドインフラの構築や維持が可能であるからである。さら
に、複数のツールを単一の安全なパブリッククラウドエコシ
ステム内で活用できるため、同社の全サービスでセキュリテ
ィの管理と維持がしやすくなる。  

主な便益

患者アウトカム 柔軟な拡張性 患者へのコネクテッドケア

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現



日本の医療におけるクラウド活用のメリット

36

ケーススタディ：医療診断の進化をサポートする

視覚障害の有病率については、世界規模でデータギャップが
存在することが認識されている。約半数の国ではしっかりと
したデータ収集が行われていないほか、さらに15％の国には
全国的なデータが全くない。99 

 総合的かつ最新の眼科データがなければ、人々のニーズに応
える眼科医療制度を設計することは不可能である。

眼科医療を理解するための研究（韓国）
ソウル大学盆唐病院のPark, Sang Jun教授は、政府主導で韓国
眼科学会（KOS）と韓国疾病管理庁（KDCP）が実施する全国
アンケートに基づき、同国における眼科医療の全国的なデー
タセット構築を目指している。この研究では、国内各地の地
域病院に勤務する眼科医100人超が一同に会し、共に画像を検
証して診断を下す。 

データは韓国眼科学会が全国の患者を対象に実施する.
4000～6000件の詳細な年次眼科検査に基づく。これらの検査
には、視力検査、屈折異常検査、眼圧検査、眼底画像、.
OCT検査、IOLマスターを使用した検査、視野検査などが含ま
れる。この会議は以前は対面で実施され、全国から眼科医が

集合した。しかしクラウドテクノロジーを活用すれば、こう
した診断は全国でいつでも仮想環境でできる。クラウドテク
ノロジーは、この研究の課題克服に重要な役割を果たし、レ
ガシーITシステムと仮想データベースを統合し、研究にかかる
費用を削減した。

レガシーシステムの課題
この研究における課題の1つは、院内機器の操作に使用される
レガシーITシステムであった。AWS AppStreamを利用してレ
ガシーITシステムをクラウドとリンクすることで、研究者が旧
システムのデータとアウトプットを変更することが可能にな
った。レガシーITシステムの入れ替えは、高額で時間がかかる
おそれがある。このため、より目的に合ったシステムが利用
可能であっても、関連する移行コストが障壁となり、医学研
究者がシステムを更新できないことがある。Park, Sang Jun教
授の場合、研究をしながらシステムを変更するためには、ク
ラウドへの移行が容易であることが重要な要素であった。

全国からのアクセスを可能に
この研究の鍵は、韓国各地の専門家が一同に会することであ
ったが、特に参加者のデータを使用する時にはプライバシー
への配慮が必要であることから、複雑で費用がかさむことが
調査の前段階で明らかになっていた。しかしクラウドテクノ
ロジーによって、各研究室にいる専門家をつなぎ、リアルタ
イムで診断を下すことが可能になった。また、システムが画
像を随時送信できないこと、診断に必要な水準の解像度を得
るための帯域幅を確保できないことも、研究者がそれまでに
抱えていた問題であった。この問題は、質の高い画像を高速
で転送できるクラウドテクノロジーによって克服された。

研究における費用対効果の重要性
Park, Sang Jun教授は、このプロジェクトのもう1つの重要な
制約は、配分された予算を最高の成果を達成するために最適
化する必要があることだったとも述べている。クラウドはそ
れ自体が廉価で、大幅な費用削減を可能にし、研究の他分野
への投資にリソースを割り振ることが可能になるため、クラ
ウドはこの目的においても重要な役割を果たした。100 

主な便益

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

クラウドテクノロジーの
機能の活用 コストの最適化 知識の共有と情報への	

アクセス
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ケーススタディ：ビジョンに関連した、研究でのクラウドの活用

藤田医科大学は、医師や研究者を含む3,000人以上のスタッフ
と、毎年100万件以上の電子カルテ（EMR）を管理する、日本
を代表するプライマリヘルスケア大学で、今後3年間で多くの
新しい診療所の開設を予定している。藤田医科大学が事業を
拡大するにつれて、効果的で最適化されたデータストレージ
と管理の必要性も高まっており、これが藤田医科大学の情報
をクラウドに移行する計画の主な動機となっている。 

最高情報責任者の小林氏は藤田医科大学病院のシステムマネ
ージャーとして現在の移行を監督しており、クラウドへの移
行の推進要因について多くの洞察を共有した。小林氏は、費
用対効果が高く、特に医療診断に関する研究開発を支援する
医療情報システムを構築することが藤田医科大学の使命であ
ると述べた。 

オンプレミスデータストレージの制限
小林氏は、日本の医療制度では多くの組織でオンプレミスデ
ータ管理システムの限界が明らかになっていることを強調し
た。この指摘は、特に病院において、システムがクラウドや
ウェブベースではないことによるデータ標準化や相互運用性
の問題に関連している。 

藤田医科大学がグローバルな組織であることを考えると、こ
れらの問題は、異なるソースからのデータを医療制度全体で
統合し分析するうえで特に重要である。

小林氏はまた、この変化はコロナ禍がきっかけになったこと
を示唆し、医療制度全体にわたる全国のデータ管理の慣行に
自然と注目が集まり、データへのアクセス性の重要性が浮き
彫りになったと説明した。 

藤田医科大学がクラウド導入を推進する理由
小林氏は、同大学が膨大な医療データの管理にクラウドを採
用すると決定した背景には、以下を含みいくつかの重要な要
因があることを明らかにした。 

	• データの標準化と相互運用性─小林氏は、大学のデータセッ
トを他のデータソースと接続する際の課題（データの相互運
用性）について説明した。クラウドシステムでは容易にデー
タを標準化できるため、データの相互運用性が高まることに
よって、研究分析が大幅に加速し、改善することが期待され
る。特に、藤田医科大学はEMRを病気の研究費用など、利用
可能な他の健康データセットとリンクさせることができる。
また、他のデータを連携させることで、日本の他の病院や診
療所、地域との連携を改善することも検討している。

	• セキュリティの強化 ─クラウドへの移行により、セキュ
リティが大幅に向上し、大学や診療所全体で電子カルテ
（EMR）の照合に関連するリスクが軽減される見込みであ
る。コストの最適化 ─ クラウドの柔軟性と拡張性を考える
と、クラウドによって電子カルテ（EMR）データベースの関
連コストを効果的に最適化できることが予想される。 

今後に向けて
藤田は今後、医療診断に関する先進的な大学になることを目
指しており、クラウドへの移行がその実現の鍵となる。クラ
ウドに移行することで、藤田の電子カルテ（EMR）を二次
的なデータソースと組み合わせることができる標準化された
データコラボレーションプラットフォームの開発が可能にな
り、医療診断の研究と革新を進めるとともに、組織中心では
なく患者中心のデータ管理システムを構築するという期待の
もと、重要な患者医療データへの統合されたアクセスを提供
することができる。

主な便益

クラウドテクノロジーの
機能の活用 コストの最適化 知識の共有と情報への	

アクセス

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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クラウド移行費用の効果的な管理
クラウドの導入によって長期的には組織の運営費削減が見込
まれるが、削減の規模は、クラウド移行に関連する初期費用
の効果的な管理に依存する（図6）。費用のカテゴリーとそ
の割合は、デロイトのクラウド移行担当チームが提供する平
均値に基づいている。さらに、組織がクラウドに移行する場
合、図6に示す費用に加え、研修と、ITシステムを利用する既
存スタッフに関連する費用も発生する。

アプリケーションファクトリーの移行費用は約40％減少す
ると予想されているが、費用の内訳は移行の性質によって異
なる場合がある。たとえば「リロケーション」が必要となる
移行では、ハードウェアの新規購入やコードの書き換えをす
ることなく、インフラをクラウドに移行することが可能であ
る。一方、「リプラットフォーム」や「リファクタ」のアプ
ローチでは、既存アプリケーションに、より大規模な変更が
発生する。

デロイトのクラウド移行・戦略担当チームは、ベンチマーク
として、中規模の医療機関には4億6,300万円から9億2,600万
円のクラウド移行費用が発生するとしている。この規模の組
織は通常、100～200のアプリケーションをクラウドに移行す
る。クラウド移行と運用費用は、新たなオンプレミス能力の
運用を継続しこれに投資すると仮定した場合の費用に見合う
ものでなければならない。

オンプレミスと比較したクラウドの費用は、国によっても異
なる。途上国では、オンプレミス環境にかかるインフラ費用
が低いため、クラウドへの移行によって運用費が以前よりも
高額になる可能性がある。 

しかし、患者や医療制度全体で発生する追加的な便益を考慮
すると、クラウドテクノロジーへの移行の追加的な費用を上
回る可能性が高い。これは、プログラムのガバナンス費用の
重要性も示している。プログラムガバナンス費用が想定費用
に占める割合はわずか10％だが、移行の設計は、下流の健康
への便益を達成するために必要不可欠である。

図6：クラウド移行の費用内訳

クラウドプラットフォームを確立し、アプリケーションのオンボー	
ディングを可能にする。 

構築 ─ （費用の20%）

既存アプリケーション（患者管理システム、患者記録、その他のデータ、	
物理的構造など）をクラウドに移行する。

アプリケーションファクトリ	
ーの軽減 ─ （費用の40%） 

プラットフォームやアプリケーションの除却プロセス。これにより、メンテナンス
対象のアセット数が減り、人員を削減し、管理すべき法規コンプライアンス問題が
減少する。

テクノロジーの除却 
 ─ （費用の15%）

クラウドへの移行には数年かかる場合もあり、その間は既存のプラットフォームや
データセンターと新しいクラウド機能のいずれも必要となる。この時期に両システ
ムを併用すれば、費用が著しく増加する。

移行期間のシステム併用費用  
（費用の15%）

クラウドへの移行には、アクティビティを調整し、依存性を管理するプログラムガ
バナンスが必要となる。アクティビティには、プログラムの確立、運用モデル、ガ
バナンス、調達、ランドスケープ評価、移行ファクトリーの確立、クラウドプラッ
トフォームへの準備が含まれる。

プログラムのガバナンス 
オフィス ─ （費用の10%）

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現



39

クラウドが健康の公平性に
与える影響

主な調査結果
.• 健康格差は医療費全体の大きな割合を占めてお
り、ある試算によると20％にも上る。

.• 健康格差の要因を理解する 

.• クラウドテクノロジーは、具体的には.
不利益を被っている人々をデータで特定し、.
デジタルサービスへのアクセスを適応させる.
ことによって、健康の公平性を改善する手段.
を提供する。
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健康格差は、依然としてアジア太平洋地域全体での課題
「健康の公平性」とは、不公正で回避可能または修正可能な差異に誰も直面することがなく、健康とウェルビーイングの可能性を最大限に引き出せる状態であると定義される。101世界保健機関
（WHO）は「Health Inequality Monitor（健康格差のモニタリング）」の中で、低所得国から中所得国における健康の公平性を測定した。しかし、健康の公平性を国際的に比較または検証する指
標は存在しない。下表では、健康の公平性の代用として世界銀行のデータを使用し、対象国の所得層の平均に対してベンチマーク比較した。一部の指標は、医療費の自己負担分が所得の25％を
超える人口の割合、熟練医療従事者の立ち合いによる出産の割合、人口1000人当たりの病床数など、医療へのアクセスの公平性を表す。このほか、健康アウトカムにおける公平性を示す指標と
して、予防可能な原因による死亡の割合などがある。

上の表が示すように、対象国のほぼ全てにおいて、医療の公平性における改善の余地が1項目以上存在する。たとえばオーストラリアは、高所得国の中で、医療費の自己負担分が所得の25％を超
える人口の割合と、予防可能な原因による死亡の割合において平均を上回るが、1000人当たりの病床数と、熟練医療従事者の立ち合いによる出産の割合については、.
高所得国の平均を2.1％下回っている。

表1：各国の所得層の平均と比較した健康の公平性の指標 （入手可能な最新年のデータに基づく）。

出典：世界銀行（2022年）注：1人当たりに必要な病床数は、予防的治療の改善によって削減可能であるが、オーストラリアのように医療制度が成熟している国でさえも、空き病床数が不足した状況が続いており、医
療サービスへのアクセスを制限している。

医療費の自己負担分が	
所得の25%を超える	
人口の割合（%）

所得に基づく	
平均値との乖離

熟練医療従事者の
立ち会いによる出
産（合計に占める
割合（%））

所得に基づく	
平均値との乖離

病床数（人口
1,000人当たり）

所得に基づく平均
値との乖離

伝染性疾患、母体、出生前、
栄養状態を原因とする死亡	
（合計に占める割合（%））

所得に基づく	
平均値との乖離

高所得国

日本 2% 0.0% 100% 1.0% 13 145.3% 10% 42.9%

韓国 3% 33.3% 100% 1.0% 12.4 57.3% 13% 46.2%

シンガポール 1% -100.0% 100% 1.0% 2.5 -112.0% 21% 66.7%

ニュージーランド - - 97% -2.1% 2.6 -103.8% 4% -75.0%

オーストラリア 0％ - 97% -2.1% 3.8 -39.5% 5% -40.0%

高位中所得国

タイ 0％ - 99% 1.0% 2.1 -85.7% 14% 50.0%

マレーシア 0％ - 100% 2.0% 1.9 -105.3% 18% 61.1%

下位中所得国

インドネシア 1% -400.0% 95% 21.1% 1 20.0% 19% -42.1%

インド 7% 28.6% 81% 7.4% 0.5 -60.0% 24% -12.5%

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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健康格差は、依然としてアジア太平洋地域全体での課題（続）
健康格差はアジア太平洋地域全体の課題であるが、その原因は大きく異なる。たとえばオーストラリアでは、人口密度の低い地方において慢性疾患の増加、医療データの制約、病院の待ち時間
が長いことによって、医療制度に格差が生じている。102 インドの医療制度が抱える主な課題は、健康問題に関する認識、地方に住む人々や貧困層のアクセス、労働力の偏在に関するものであ
る。103 ただし、他のアジア太平洋諸国における健康格差の原因は大きく異なる。健康格差の原因の一部は、医療へのアクセスに関する調査データを引用したMeyerらによる研究で明らかになっ
た。一部の国について下図で示す。104,105

多くの国、特に東南アジアで医療差が見られる原因の1つは、医療制度の分散に関連する不均衡である。医療制度の分散化によって、高所得地域と低所得地域の間で予算水準や医療戦略.
に対するアプローチに差異が生じている例もある。また、地域によって医療従事者の分布が偏っている場合がある。熟練した医療従事者が魅力を感じない地方や低所得地域では医療従.
事者がますます限定的になる。106

このような医療格差を排除するための鍵は、医療制度の協調設計に注力し、取り残されている人々のアクセスを促し、可能にする制度を作ることである。

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

オーストラリア
地方や田舎に住むオーストラリア人は、
距離が理由で、医療サービスへのアクセ
スが困難である。

タイ
家族のために働いている、パート勤務をしている、
家庭内で働いている、または無職の人は、サービス
へのアクセスが困難だった。

ニュージーランド
マオリ、太平洋諸島民、社会経済的地位が低い人々
は、慢性疾患の罹患率が高い。

韓国と日本
データ収集の前年に貯金を切
り崩したり借金をしたりして
いた人は、費用が理由で治療
へのアクセスが困難だった。
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健康格差による経済的影響は大きい
健康格差に関連する経済的コストは大きい。世界またはアジア
太平洋地域についての数値は得られないが、欧州連合（EU）
では健康格差のコストが試算されている。健康格差は医療費全
体の20%、社会保障費の15％を占めた。健康格差がもたらす生
産性の低下は年間GDPの1.4%を占めた。さらに、健康格差に関
連する厚生損失は年間GDPの9.4％を占めた。107 以下の図に示
すように、アジア太平洋地域の健康格差は、総じてEUよりも
大きい。そのため、同地域における健康格差のコストは、おそ
らくEUのそれよりもさらに高くなるだろう。108

クラウドテクノロジーは、不公平性を是正する政策を容易にす
ることによって、こうした健康格差にかかる費用を削減するう
えで重要な役割を果たす。公平に向けた介入の対象となる重要
な層を特定する能力がなく、また、こうした層が介入にアクセ
スできなければ、健康格差を縮小することは不可能である。 

図7：東アジアと太平洋、EUの健康の公平性の指標の比較

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

東アジアおよび太平洋 欧州連合（EU）

伝染性疾患、母体、出生前、
栄養状態を原因とする死亡率
（全体に占める割合（%））

8% 6%

熟練医療従事者の立ち会いによる出産.
（合計に占める割合（%）） 95% 99%

病床数（人口1,000人当たり） 4.5 4.6
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クラウドテクノロジーは健康の公平性の.
アウトカムを改善できる
クラウドは、不利益を被っている人々の特定と医療サービス
へのアクセス向上という2つのチャネルを通じて、健康の公平
性に関するアウトカムを改善できる。

データで、不利益を被っている人々を特定する
健康の公平性にとって重要なのは、鍵となる層の可視化であ
り、これには完全で詳細な健康データが必要となる。そのた
め、健康の公平性のアウトカムは、データギャップやサイロに
よって容易に阻害される。WHOは、健康格差を特定するため
の鍵として、適時に質の高い非集計データを挙げたが、世界の
国々の49％はこうしたデータを作成することができる。109

クラウドは、データセットの関連付け、またはクリーニング
や統合において重要な役割を果たしうる。こうした層に対す
る特定と報告が改善している場合、より多くの情報に基づい
て意思決定が下され、より良いアウトカムにつながる。110 ク
ラウドテクノロジーは、データを活用してリスクのある患者
を特定するうえで、医療機関内でも重要な役割を担う。.
データベース内で特定されたクラウドアプリケーションの約
23％は、遠隔モニタリングまたはデータ／研究のいずれかに
よって、不利な立場にある人々を特定できるという点で、健
康の公平性に関連している。

韓国では、同国における視覚障害の有病率の理解を目的とし
て、クラウドテクノロジーによって、全国の眼科医が一同に
集まり視覚障害を診断する。これは、政策立案者がニーズに
対応するために重要なツールを提供するだろう。111

医療サービスへのアクセスの改善
不利益を被っている人々が医療制度にアクセスする上での主
な障壁は、医療制度が設計上標準化されていることに起因す
る可能性がある。これを考慮すると、健康の公平性には柔軟
性が必要である。デジタル医療は、医療制度がユーザーのニ
ーズに適応できるようにすることで、アクセスの拡大に大き
く貢献する。 

適応可能性とは、デジタル医療が医療への接続を強化し拡大す
ることができる場合に、人と人の地理的な距離に適応すること
を意味する。言語もアクセスへの主な障壁となりうるが、デジ
タル医療によって克服可能である。112 クラウドは不利益を被っ
ている人々を特定する能力を向上させるだけでなく、医療サー
ビスへのアクセスも改善することができる。データベース内で
特定されたクラウドアプリケーションの約22％は、遠隔医療や
遠隔モニタリングによって医療サービスへのアクセスを可能に
するという点で、健康の公平性に関連している。

インドネシアではクラウドテクノロジーを活用し、患者、医
師、病院、薬局、臨床ラボ、保険会社をつなぐ医療サービス
であるHalodocによって、医療へのアクセスにおける国内の差
異が軽減された。113

ただし、健康格差はテクノロジーへのアクセスや理解の格差と
リンクしている可能性があり、こうした便益を実現するために
はこれらを克服する必要がある。たとえば日本では、74歳以上
でインターネットにアクセスできる人はわずか49％であった。
同様に、アジア太平洋地域の農村部でインターネットを使用す
る住民は39%にすぎない（都市部の住民は75％）。114

変化の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現

医療制度

医療制度の設計における柔軟性の欠如

健康の公平性
のアウトカム

不利益を被っている人々が 
データ上で可視化されていない

クラウド医療制度

不利益を被っている人々が 
データ上で認識される

デジタル医療サービスへのアクセスの適応性
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医療におけるクラウドの 
可能性を実現する

主な調査結果
.• クラウド導入を妨げる障壁には、レガシーITシス
テム、スキル不足、既存インフラの不足、変化へ
の反抗、データセキュリティ、規制要件、便益の
認識やデジタルリテラシーの不足などがある。

.• これらの障壁は、クラウド導入に向けた整備が進
まない理由である可能性もある。2017年から22年
の期間の日本の医療におけるクラウド支出は.
28％増加したが、2022年から2026年までの期間.
の増加率は17％に鈍化すると予想されている。 

.• クラウドテクノロジーの展開と導入を加速させる
4つの主な優先分野は、デジタル医療戦略の開発
と進捗の追跡、医療従事者のデジタルスキルの構
築、規制およびプライバシー関連の適切な.
環境の確保、基礎的なデータセットからの.
開始である。  
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医療におけるクラウドに向けた準備
今後のクラウドテクノロジー支出を促すために、各国は、テ
クノロジー導入のためのリソースを整えるとともに、クラウ
ドが実現するアプリケーションを最大限に活用できる適切な
構造を備えておく必要がある。 

アジアクラウドコンピューティング協会（ACCA）が「クラウ
ド導入に向けた整備指数（CRI）」を発表して以来、この指数は
アジア太平洋市場のクラウドコンピューティングテクノロジー
導入に向けた整備状況を評価する有力な基準となっている。115

CRIスコアをグラフ4に示す。CRIは4つの重要なパラメー.
ター（インフラ、セキュリティ、規制、ガバナンス）.
の総合指標である。 

クラウド導入に向けた整備状況は、国の発展水準に関連して
いる。低位中所得国のインドネシアやインドはクラウドテク
ノロジーに向けた整備が最も遅れている（平均55.9点）。.
一方、高位中所得国のタイとマレーシアは、これらの国より
もクラウド導入に向けた整備ができていると考えられる（2国
の平均は64.4点）。一方、その他の高所得国は最も整備状況
が整っており平均74.7点であった。

2020年度CRIによると、同地域ではクラウド導入に向けた整備
が進展し続けているものの、そのペースは停滞していること
が明らかになった。これは医療におけるクラウド投資に反映
されており、2022年から2026年の高所得国の医療におけるク
ラウド投資は、2017年から2022年の期間と比較して鈍化して
いる。たとえば、日本の医療におけるクラウド支出は2017年
から2022年にかけて28%増加したが、2022年から2026年には
17%に減速すると予想されている。

2018年のCRIと比較すると、高所得国と途上国の間のギャップ
は縮小しているが依然として大きく、途上国における自然リ
スク、プライバシー、サイバーセキュリティの管理といった
中核的能力は依然として脆弱である。 

多くの国ではクラウド導入に向けた整備が滞っており、クラ
ウドが実現するテクノロジーを最大限に活用する機会は損な
われている場合がある。

グラフ4：クラウド導入に向けた整備指標スコア（2020年）

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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医療へのクラウド導入に対する主な障壁
クラウドを活用した医療から得られる大きな便益の実現を妨
げる主な障壁は複数存在する。

複雑なレガシーITシステム
医療関係の多くの上級意思決定者は、大型で旧式のレガシー
システムやITシステムは複雑すぎ、変更に要する費用が高額
すぎると考えている。医療機関を対象にしたある調査による
と、55％が移行費用を懸念しており、7％は移行に充てること
のできる予算がないと回答した。116 クラウドの初期費用は運
用費の削減によって次第に相殺されるにもかかわらず、こう
した結果となっている。

クラウドスキルの不足
高度なクラウドとセキュリティのスキルは、特に医療従事者の
間で著しく不足している。インドネシア、マレーシア、フィリ
ピン、シンガポール、タイの調査回答者の46％は、クラウド導
入への障壁としてスキル不足を挙げた。117クラウドテクノロジ
ーが導入された場合でも、従業員のデジタルリテラシーが限定
されていると、便益が完全に実現されない可能性がある。

必要とされるクラウドまたはデジタルのスキルレベルは職務
によって異なるが、すべての医療職でこうしたスキルの需要
が高まっている。たとえば、最前線の医療従事者（医師や看
護師など）は、クラウド上でアプリケーションを使用するデ
ータスキルが求められる場合があり、一方、研究者や院内の
IT担当者には、バックエンドのクラウドインフラに対する深い
理解が必要となる。医療管理担当者にはクラウド会計のスキ
ルアップが必要であるほか、医療提供者の管理を改善する機
会も存在する。

不十分な既存インフラ
クラウドテクノロジーには、安定した十分なインターネット
接続が必要となる。一部の低所得国にとってこれは大きな課
題であり、クラウド導入に向けた整備状況における高所得国
とのギャップ要因となり得る。インフラ関連の課題として、
実装が不適切なITシステム、質の低いハードウェア、不十分な
インターネット帯域幅などが挙げられる。停電によって、バ
ックアップサーバーが利用できない状況でサーバーが遮断さ
れる場合もある。

組織の変化に対する抵抗
コロナ禍後、医療従事者の多くは業務におけるプレッシャー
が高まり、張りつめている。ある調査では、全医療従事者
の半数以上が燃え尽きたと感じていることが明らかになって
いる。上級意思決定者は時間とリソースの優先に関する矛盾
も抱えている。たとえ長期的に生産性への便益があるとして
も、変革プロジェクトの完了を妨げるおそれがある。

データセキュリティと政府の規制要件
医療データは非常にセンシティブであり、データセキュリテ
ィとプライバシーに関する大きな不安につながる。アジア太
平洋地域の医療政策立案者を対象とした約40件のインタビュ
ーによると、クラウド導入において最も共通する障壁はデー
タセキュリティとプライバシーであった。118 マレーシアなど
の途上国では、クラウドサービスの基準に関するガイドライ
ンがないため、クラウドサービスのセキュリティに対する信
頼性が低下している。同様に、組織全体で医療記録を共有す
るために必要な保護を確実に実施するためには、厳格な規制
が求められる。119

データ保護規制には明確性がなく、クラウドを通じて医療デ
ータがどのように送信されるべきか、クラウド上でどのよう
に保存されるべきかは不明確である。これは、規制が曖昧ま
たは複雑である場合、または規制にクラウドテクノロジーの
利用が言及されていない場合に発生する。韓国では、医療デ
ータをオンプレミスで保管することを求める厳格なデータス
トレージ規制が施行されていた。これらの規制が解除される
と、韓国内の100以上の病院で大規模なクラウドストレージが
導入された。120

クラウドによる便益の認識の低さ
一部の政策立案者、医療経営者、従業員にとって、クラウド
の仕組みやそこから得られる可能性のある便益についての知
識は限定的である。特に、他の医療機関とのデータ共有の便
益は過小評価される可能性がある。医療分野のデータはサイ
ロ化していることが多く、これにより、クラウドテクノロジ
ーへの移行で得られる便益を認識しにくいおそれがある。

デジタル医療に対する患者のリテラシー
デジタル医療に対するリテラシーとは、電子的リソースから
医療情報を見つけて理解する患者の能力を指す。この障壁は
クラウドによる便益の実現可否に影響する可能性が高い。た
とえば、クラウドの実装を拡大した結果、電子的な医療イニ
チアチブによって、デジタルリテラシーの高い層と低い層の
間で医療アウトカムのギャップが拡大する可能性がある。.
社会経済的に不利な立場にある人々は、慢性疾患の罹患率と
死亡率が比較的高く、一方で電子的医療サービスへのアクセ
ス率は低い。121 

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現



日本の医療におけるクラウド活用のメリット

47

クラウドテクノロジーへの移行を加速するための優先分野
投資を増加させ、クラウドテクノロジーの導入を改善するに
は、医療担当の政府高官が前述の障壁に対処し、クラウド
の可能性を実現する戦略的アクションを取ることが必要にな
る。当社は、意思決定者が焦点を絞るべき4つの優先分野を指
摘している。

1.  クラウドの展開と導入、進捗の追跡をサポートする予算の
付いた取り組みを伴うデジタル医療戦略を策定する

本レポートで取り上げる国の大半は、そのデジタル戦略にクラ
ウドテクノロジーをまだ含めておらず、予算の付いた取り組み
をしているのは3か国に過ぎない。デジタル戦略にクラウドを
取り入れる際は、新しいデジタル医療インフラ向けにデジタル
医療当局が支援しているクラウドファーストのポリシーを使用
すると、今後、レガシーシステムからの移行を回避し、クラウ
ドを活用したテクノロジーをより早く利用することができる。

2018年、日本はクラウドの導入検討を政府が促す「クラウ
ド・バイ・デフォルト」ポリシーを導入した。122

デジタル戦略を持つ国々では、実装が極めて重要である。医療
インフラに対する従来の資金モデルでは、デジタルサービスの
提供方法を検討する前に物理的要件を指定することが多い。 

デジタルサービスの提供を医療インフラの計画初期で検討す
ると、効率を高め、新しいインフラが確実にデジタル医療提
供の目的と合うようにできる。

デジタルサービス提供の向上を促すには、医療サービスをデ
ジタル手段で提供することを躊躇させるおそれのある資金提
供を排除することも必要となる。

既存インフラについては、適切なタイミングで確実に変更す
るために、レガシーITシステムからの移行に向けた具体的なタ
イムフレームが必要となる。また、よく練られた戦略では、
医療制度への影響力が最も大きいクラウドを活用したアプリ
ケーションを特定して優先すべきである。クラウドが戦略に
取り入れられ、予算の付いた取り組みをしている国では、掲
げた目標に対する進捗の評価と、進捗が滞っている分野.
（地域や遠隔地など）の特定が鍵となるだろう。

2.  医療従事者のデジタルとクラウドのコンピュー	
ティングスキルを構築する

クラウドコンピューティングと幅広いデジタルスキルは、.
あらゆる業種において最も需要の高いスキルの1つである。.
医療業界はこうした人材をめぐり他業種と競わなければなら
ないが、医療は従来、デジタル面で進んでいるとはみなされ
ていないため、人材獲得競争は困難になる可能性がある。 

重要な能力を備えた人材にとって医療セクターを魅力的にす
る努力は重要であるが、クラウドテクノロジーを完全に活用
するためには、短期コースやマイクロクレデンシャルを通じ
て、既存の人材にスキルアップやリスキリングのインセンテ
ィブを付与することが必要になる。   

特定の医療従事者（医師、看護師、研究者、ICT担当者など）
の職務に適したデジタルやクラウドのスキルを提供する関連
コースを周知させることも、習得したスキルに関連性がある
ことを確認する。

外部機関との連携や外部委託も、医療機関と医療制度が重要
な人材を確保するのに役立つ。 

国際的には、調査によると、医療提供者が直面する人員不足
によって、バックオフィスのタスクや業務プロセス（BPO）
が増加し、BPOの価値は2027年までの今後5年間に年間平均9
％近く増加するとされている。123 

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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クラウドテクノロジーへの移行を加速するための優先分野
3.  規制環境がイノベーションにとってオープンであり、	
データセキュリティ基準が明確であることを確認する

全般的な規制環境は、組織が試したり、イノベーションを起
こそうという意欲に影響する。イノベーションを促す原則に
基づく規則を使用することで、クラウドテクノロジーの導入
につながる医療文化を創出する。 

規制環境が目的に合っていることを確認し、意図しない結果
を避けるためには、製薬会社、医療技術、その他の業界団体
など、医療業界全体とのコンサルティングとエンゲージメン
トも重要になる。

明確なデータ保護法とプライバシーの執行機関が存在するこ
とと、国際的に認められたプライバシー関連の原則とベスト
プラクティスに従うことは、クラウドの利用に対する信頼を
獲得し、セキュリティに関する誤解に対処するのに役立つ。

日本では、「3省2ガイドライン」によって、クラウドなどの
サードパーティサービスに保管される医療情報は統制されて
いる。このガイドラインでは、厚生労働省による監督と医療
機関の監査を円滑に進めるため、医療情報を日本国内に保管
することを定めている。124

一方、韓国は2015年に、民間セクターにクラウドコンピュー
ティングを推進するクラウドコンピューティング法を可決し
た。2016年には、外部企業や遠隔地に医療記録を保管するこ
とを許可する「電子医療記録（EMR）の管理および保存に必
要な施設と装備に関する基準」が一部改正され、クラウドに
必要なデータセンターの利用が可能になった。125

これらの法律や執行機関がすでに存在する国では、医療当局
は規制団体や医療機関と協働し、データセキュリティ、デー
タプライバシー、データ保護に関する規則についての研修を
開発、更新、提供しなければならない。

4. 開始する
医療に関する意思決定者は、クラウドへの移行における優先
分野を特定し行動しなければならない。これには基幹データ
セットまたはその運用が含まれる場合があり、クラウドにお
ける保管と分析を向上できる。遠隔医療による診察は、需要
急増への対処においてクラウド環境での運用が優れているこ
とがコロナ禍で示された医療サービスの重要な一例である。

日本のクラウド移行は、主に医療以外の業界でみられる。一
例は、医学研究機関に患者登録システムを提供する匿名バン
クで、クラウド上で臨床データを安全に収集し保管する。126

本レポート内で特定された多数のアプリケーションと便益に
基づいて、医療環境にクラウド投資する正当な理由が存在す
る。4つの優先分野に注力することで、アジア太平洋地域全体
で、政府は、セクターが直面している課題に医療制度が対処
することを支援し、市民生活の質が改善する。

変更の事例 クラウドの役割 クラウドの採算 健康の公平性 可能性の実現
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別添資料



日本の医療におけるクラウド活用のメリット

50

別添A：主な便益の概要
患者への便益
患者への主な便益には以下が含まれる。

	• 健康の公平性 ─クラウドによって、データを通じて全年齢
層にわたり、医療へのアクセスを改善し、健康の公平性に関
する意識を高めることができる

	• 情報へのアクセス ─クラウドベースのデジタル医療プラッ
トフォームや情報の相補性が高まることによって、患者は自
身の健康についてより多くの情報にアクセスできる

	• 健康管理のしやすさ ─ 一元化された医療プラットフォーム
で、幅広い医療サービスを提供する

	• 患者アウトカム ─ ケアの改善および効率化

	• ユーザーエンゲージメントと患者のフィードバック ─クラ
ウドベースのイノベーションで、健康についての質問に関し
て患者をサポートする

医療機関にとっての便益
医療機関への主な便益には以下が含まれる

	• 柔軟な拡張性 ─ スケーラブルなデータストレージとコンピ
ューティングパワー

	• コストの最適化 ─ 主に柔軟な拡張性のほか、さまざまなク
ラウドアプリケーションを活用したその他の効率改善による

	• 生産性 ─高度で統合されたシステムを介してコンピューテ
ィングパワーが高まり、時間が短縮される

	• セキュリティ ─ クラウドシステムは一般にデータセキュリ
ティとプライバシーを念頭に置き構築されている

	• イノベーションの余地 ─ クラウドによって、革新的なアプ
リ開発や複雑なAI／MLツールの展開が可能になる

	• 知識の共有と情報へのアクセス
.–相互運用性を通じて、データシステムとプラットフォームが
統合され、コミュニケーションとデータ移転を円滑にし、医
療従事者は知識や情報を共有し、能力を構築しやすくなる

	• コンプライアンス ─ クラウドシステムは、データ保護法を
遵守しやすいように構築されている

医療制度全体にとっての便益
医療制度全体にとっての主な便益には以下が挙げられる。

	• 公衆衛生のモニタリング ─ 医療制度が生成する膨大なデー
タの照合と管理による

	• クラウドテクノロジーの機能の活用 ─医療制度全体でデータ
の相互運用性を拡大する、公的医療保険制度を支援するなど 

	• 患者へのコネクテッドケア ─クラウドソリューションは、
デジタルに提供する患者ケアに対する需要増加に応え、医療
制度をサポートする 

	• 医学研究、ゲノム、創薬

	• 診断のイノベーション ─クラウドはAIの能力を最大化し、
医療制度全体で診断精度と能力を向上させる
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース
本調査のための情報を得るため、医療におけるクラウドに特化した60件超の固有のユースケースのデータベースを作成し、クラウドを活用したアプリケーションの範囲と、.
それらが提供する特定の便益を示した。本調査ではアジア太平洋地域と調査対象国に焦点を絞っているが、分析結果を提供するうえで関連がある場合は、他国のユースケースも含まれる。.
データベースは以下の情報源に基づき構築された。

.• 幅広い学術文献

.• 国際機関（WHO、OECD、世界経済フォーラムなど）の事例 

.• クラウドプロバイダー（AWSを含む）が提供する研究調査 

.• 本レポートのために特にデロイトに提供された、クラウドを活用したテクノロジーを利用している組織のケーススタディ

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

1 国土交通省A1 韓国 新型コロナウイル
ス対応

濃厚接触者をより効率的に追
跡するシステム。

患者アウトカムの
改善

柔軟な 
拡張性

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

2 英国の医療A2 英国 新型コロナウイル
ス対応

新型コロナウイルス感染症の
クラスターの早期発見。

患者アウトカムの
改善

柔軟な 
拡張性

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

3 ヘルスケア・ニュー.
フロンティアA3

日本 遠隔モニタリング 予防的治療と公衆衛生のモニ
タリングを実現する個人医療
記録のデータベース

患者アウトカムの
改善

4 HalodocA4 インドネシア 遠隔医療 エンドツーエンドの医療サー
ビスを提供する医療用モバイ
ルプラットフォーム。

治療の継続性 柔軟な 
拡張性

患者へのコネ.
クテッドケア

5 未来創造科学部A5 韓国 データアナリティ
クスと調査

精密な医療病院情報.
システム。

生産性向上

6 保健省A6 シンガポール 医療データベース H-Cloud（医療記録の一元化デ
ータベース）

情報へのアクセス コストの最適化 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

7 Blue MirrorA7 ニュージーランド 新型コロナウイル
ス対応

AIを活用したPPE研修。 患者アウトカムの
改善

コストの最適化 容易な健康管理
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

8 保健省A8 シンガポール 遠隔医療 質が高く安全な動画診療プラ
ットフォーム。

治療の継続性 柔軟な 
拡張性

患者へのコネクテッ
ドケア

9 U-HealthA9 韓国 遠隔 
モニタリング

ウェアラブルデバイスを通じ
た患者の遠隔モニタリング

治療の継続性 コストの最適化 

10 ソウル大学盆唐病院A10 韓国 データアナリティ
クスと調査

全国眼科医療データセット。 情報へのアクセス コストの最適化 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

11 Apollo HospitalA11 インド 遠隔 
モニタリング

心血管の医療記録を学習して
いるAIと機械学習を適用。

治療の継続性 診断のイノベー.
ション

12 SalesforceA12 オーストラリア データアナリティ
クスと調査

サービスプロバイダーを評価
したり個人情報を管理したり
するプラットフォーム。

生産性向上

13 CollaborateA13 ギリシャ インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

チーム体制による患者中心の
診断を通じて患者のケアを改
善するプラットフォーム

治療の継続性 

14 Partners HealthCareA14 アメリカ合衆国 遠隔モニタリング 遠隔の医療モニタリングと治
療の調整。

患者アウト.
カムの改善

15 保健省A15 シンガポール データアナリティ
クスと調査

医療機関全体で情報と.
ベストプラクティスへの.
アクセスを円滑にするプ.
ラットフォーム。

知識の共有と情報へ
のアクセス

医学研究、.
ゲノム、創薬

16 GoogleA16 該当なし インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

AIによる強化された.
顧客サービス。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

17 AthenahealthA17 アメリカ合衆国 データアナリティ
クスと調査

パフォーマンスデー.
タの追跡、保険金請求処理、.
患者記録の管理などを行う.
サービス。

生産性向上

18 メイヨー・クリニックA18 アメリカ合衆国 医療データベース 高度医療のためのデータと分
析ツールへのアクセス。

セキュリティの向上 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

19 HuaweiA19 中国 遠隔モニタリング 心臓に健康上のリスクがある
患者のリアルタイム追跡と 
健康リスク。

患者アウト.
カムの改善

20 セールスフォース／MIMIT 
HealthA20

アメリカ合衆国 インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

患者データを単一のデジタル
プラットフォームに集約。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

コストの最適化 

21 Genie SolutionsA21 オーストラリア 遠隔医療 シームレスな患者体験を提供
するプラットフォーム

治療の継続性 柔軟な 
拡張性

22 nibA22 オーストラリア インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

自動化・強化された顧客サ.
ービス。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

生産性向上

23 HealthPlixA23 インド データアナリティ
クスと調査

臨床意思決定サポート - より
速く正確な処方

治療の継続性 生産性向上

24 Orion HealthA24 ニュージーランド 医療データベース より効率が高くスケーラブル
な患者データ収集と保管。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

コストの最適化 

25 ClimedoA25 欧州 遠隔モニタリング 臨床データの補足と管理を強
化し臨床試験を加速する。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

26 ICHRCloudA26 インド インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

小児患者の医師と親のための
プラットフォーム。

治療の継続性 公衆衛生のモニタ
リング

27 NSW Health PathologyA27 オーストラリア 新型コロナウイル
ス対応

新型コロナウイルステス.
トの結果を知らせること.
ができるSMSによる自動通知
サービス。

情報へのア.
クセス改善

柔軟な 
拡張性

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

28 インシリコ・メディシンA28 香港 データアナリティ
クスと調査

医薬品開発プロセスを加速す
るAIとMLの能力

柔軟な 
拡張性

医学研究、ゲノム、
創薬

29 Australian UnityA29 オーストラリア 遠隔モニタリング 治療経過の遠隔.
モニタリング。

治療の継続性 生産性向上

30 The ClinicianA30 ニュージーランド インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

健康アウトカム、体験、.
教育的情報の適時の交換。

治療の継続性 コストの最適化 患者へのコネクテッ
ドケア

31 Lira MedikaA31 インドネシア 医療データベース 患者中心治療中心のクラウド
ベースのデータベース。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

柔軟な 
拡張性

32 TelkomsigmaA32 インドネシア 医療データベース 医療データに応用された自.
動化アナリティクスプラット
フォーム。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

コストの最適化 

33 See-ModeA33 オーストラリア データアナリティ
クスと調査

医療画像の分析と脳梗塞.
のリスク予測をするための.
機械学習

患者アウト.
カムの改善

生産性向上

34 ゴールドコースト大学病院A34 オーストラリア データアナリティ
クスと調査

複数のソースによるデー.
タを統合し、ダッシュボー.
ドを生成し疾病をモニタリン
グする。

患者アウト.
カムの改善

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

35 Caring PharmacyA35 マレーシア データアナリティ
クスと調査

クラウドベースの企業向けリ
ソース計画システム。

柔軟な 
拡張性

36 Southern Cross HealthcareA36 ニュージーランド 医療データベース 患者データと患者の全ジャー
ニー管理の単一のビュー。

治療の継続性 柔軟な 
拡張性

患者へのコネ.
クテッドケア

37 AlteaCare TelemedicineA37 インドネシア 遠隔医療 患者を病院の医師とつなぐ.
医療アプリ

コストの最適化 

38 HealthvanaA38 アメリカ合衆国 インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

検査結果と医療記録を迅速に
提供、アップロードされた画
像から患者データを抽出する
機械学習。

情報へのア.
クセス改善 

コストの最適化 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

39 IndivumedA39 欧州 データアナリティ
クスと調査

医学研究用に数千点の.
組織サンプルを保管し、.
インサイトを生成するた.
めのデータベース。

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬

40 Froedtert & Medical College 
of WisconsinA40

アメリカ合衆国 新型コロナウイル
ス対応

従業員のスクリーニングを実
施し、新型コロナウイルス感
染症のガイドラインをまとめ
るシステム。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

生産性向上 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

41 MTGA41 欧州 データアナリティ
クスと調査

研究に必要な大量のデー.
タを処理し分析する。

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬

42 Omada HealthA42 アメリカ合衆国 データアナリティ
クスと調査

医療従事者が情報に基づく.
治療を提供するのを助け.
るアプリ

患者アウトカ.
ムの改善

生産性向上
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

43 BenchlingA43 アメリカ合衆国 データアナリティ
クスと調査

調査をサポートするための、
複数ソースから得られるデー
タの標準化。

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬

44 MathWorksA44 アメリカ合衆国 データアナリティ
クスと調査

コンピューティングパワーが
高く、遠隔かつスケーラブル
なデータ環境。

セキュリティの向上 医学研究、.
ゲノム、創薬

45 BlyottA45 欧州 医療データベース 数千の医療アセットをリアル
タイムで追跡するIoTソリュー
ション。

生産性向上

46 QT MedicalA46 中国 データアナリティ
クスと調査

心電図を用いた.
電気的活動の測定。

コストの最適化 

47 Relay TherapeuticsA47 アメリカ合衆国 データアナリティ
クスと調査

CPUの増加により、化合物を1
日に数十億件スクリーニング
することを可能にした。

コストの最適化 医学研究、.
ゲノム、創薬

48 axialHealthcareA48 アメリカ合衆国 遠隔モニタリング オピオイドの乱用を.
早期に発見する。

患者アウト.
カムの改善

より優れたイノベー
ションの余地

診断のイ.
ノベーション

49 ClosedLoop.aiA49 アメリカ合衆国 遠隔モニタリング 患者リスクの予測と階層化 患者アウト.
カムの改善

コストの最適化 診断のイ.
ノベーション

50 DetectedXA50 オーストラリア インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

放射線科研修プログラム。 知識の共有と情報へ
のアクセス

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

51 Circle of LifeA51 インド データアナリティ
クスと調査

データ主導型の意思決定を円
滑にするための分析ツール。

生産性向上 医学研究、.
ゲノム、創薬
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

52 HealthdirectA52 オーストラリア インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

オーストラリアのNational 
Health Services Directory 
（全国医療サービスディ.
レクトリ）。

情報へのアクセス 柔軟な 
拡張性

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

53 CoWINA53 インド インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

エンドツーエンドのワクチン
プラットフォーム。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

柔軟な 
拡張性

クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

54 Ventures HealthA54 ニュージーランド 医療データベース プライマリケアプロバイダー
のネットワーク。

コストの最適化 

55 Piedmont HealthcareA55 アメリカ合衆国 医療データベース 電子的医療記録環境。 コストの最適化 

56 Babylon HealthA56 英国 インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

AIベースの医療サービス.
（診断を補完するチャットボ
ットを含む）。

ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

生産性向上 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

57 eSanjeevaniA57 インド 遠隔医療 全国遠隔診療サービス。 ユーザーエンゲージ
メントと患者のフィ
ードバック

生産性向上 クラウドテクノロジ
ーの機能の活用

58 Songklanagarind HospitalA58 タイ 医療データベース コンピューティング、ストレ
ージの仮想化、ネットワーキ
ングを組み合わせてクラウド
導入に向けて整備されたイン
フラを提供する

患者アウト.
カムの改善

柔軟な 
拡張性

59 保健省A59 タイ データアナリティ
クスと調査

公衆衛生リスクを特定するた
めのAIと機械学習

患者アウト.
カムの改善

柔軟な 
拡張性

公衆衛生のモニタリ
ングと対応
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

60 シンガポール政府A60 シンガポール 新型コロナウイル
ス対応

新型コロナウイルスへの暴露
を追跡し、濃厚接触があれば
ユーザーに通知するモバイル
アプリ

患者アウトカムの
改善

コストの最適化 公衆衛生のモニタリ
ングと対応

61 保健省A61 シンガポール インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

患者は、退院手続きの概要、
検査結果、今後の予約にアク
セスできるようになった

情報へのアクセス 知識の共有と情報へ
のアクセス

62 MicrosoftマレーシアとCRESTA62 マレーシア インタラクティブ
な医療プラットフ
ォーム

遠隔医療と遠隔モニタリング
を含む5つの中核的な仮想健康
シナリオに特化するデジタル
医療ハブ

治療の継続性 コストの最適化 公衆衛生のモニタリ
ングと対応

63 保健省A63 マレーシア 医療データベース 政府と民間の両セクターのた
めの国による医療情報の収集
と報告システム

知識の共有と情報へ
のアクセス

公衆衛生のモニタリ
ングと対応

64 Medical Epidemicsにおける人工
知能A64

マレーシア 遠隔モニタリング デング熱の管理を支援するプ
ラットフォーム

患者アウト.
カムの改善

公衆衛生のモニタリ
ングと対応
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別添B - 医療におけるクラウドのユースケースのデータベース

# 組織 国 アプリケーション 詳細

便益の受益者

患者にとっての 
便益

医療機関 医療制度にとって
の便益

65 匿名バンクA65 日本 臨床データの安全
な収集と保管

医療調査から臨床データを安
全に収集、保管し、クラウド
上で一元的に保管する情報管
理サービス。

セキュリティ 医学研究、.
ゲノム、創薬

66 日本政府A66 日本 保健所による新
型コロナウイル
ス感染症のビジ
ネスサポートの
SupportCloudパッ
ケージ。

この支援パッケージは、情報
共有を容易にしつつ、保健所
の管理事務と業務の負担を軽
減することを目的としてい
る。

生産性 公衆衛生のモニタリ
ングと対応
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